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笈
日
(月
)
～
"
日
(土
)

学
生
疋

期
億
康
診
断

学
生
票
、
受
診
票
持
参

の
こ
と
、
男
子
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

女
子
同
十
時
三
十
分
か
ら
、
各
学
部
別

受
診
日
は
次
の
通
り
。

22
日
(月
)

理
。医
・薬
.工
学

部
二回
生

器
日
(火
)

文
・教

・法
・経
・農
学
部
二回
生

踏
日

(水
)
教
・理
・薬
・農
学
部

25
日
(木
)
畦法
・経
済
学
部
と
工

渠教
員
養
成所

26
日
(金
)

工

学
部

"
日
(土
)
文
・
医学
部
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学
部
な
み
の
待
遇
に

実
質
的
な
改
革
は
な

教
養
部
が
四
月
一日
か
ら
阪
大
、
名
大
、
九
大
と
と
も
に
法
的
に
「
部
」
と
し
て
制
度
化
さヒ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
木
村
作
治
郎
教
養
部
長
は
辞
任
し
、
田
原
秀
一
教
授

(物
理
学
)
が
新

部
長
の
決
定
ま
で
代
理
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
糠
部
は
昭
和
二
十
四
年
四
月
の
国

立
学
校
設
ほ
法
に
よ
り
従
前
の
規
定
に

よ
る
第
三
高
尊
学
校
が
京
都
大
学
分
校

と
し
て
包
括
さ
れ
た
も
の
。
そ
の
後
二

十
九
年
四
月
に
そ
れ
ま
で
の
「分
校
規

定
」
を
廃
し
て
「教
養
部
規
足
」
が
制

定
さ
れ
、
学
内
で
は
「教
積
部
」
の
名

称
が与
え
ら
れ
た
.
そ
の
あ
と
三
十
六

年
五
月
の規
驚
改
正
を
経
た
が
、
文
部

雀内
で
は
独
立
し
た
「部
」
と
し
て
は

認め
ら
れ
て
い
な
か
った
.

今
度
の制
度
化
に
あ
た
って
従
来
他

も

学部
に比
ぺて
極
端
に
少
な
か
嚇、た

一講
座
あ
た
り
の研
究
費
を
引
き
上

げ
、
学
耶な
み
の
単
価
に
し
た
い
意

向
だ
が実
質
は
学
部
単
価
の
七
割
く

ら
い
に止
ま
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ

て
い
る
.ま
た
教
養
部
長
や
教
官
の

所属
も
従
釆
は
不
安
走
な
立
場
しあ

ノ

っ
た
が
、
今年
度
以
後
は
他
掌
部
の

部
長
、教
冒
と等
し
く
な
り
、
部
長

は
管
理職
と
し
て扱
わ
れ
る
。
理
科

系
学
生
の笑
験
費
な
ど
学
生
一人
あ

た
り
の必
畏
経
費も
こ
の制
度
化
を

契
機
に
増
額
要
求
6
れ
る
も
の
と
慰

わ
れ
る
。
新
部
長
の
選
出
は
今
ま
で

は
教
養
部
で
候
補
三
人
を
出
し
学
長

が
指
名
し
て
い
た
が
、
新
し
く
部
畏

選
者
規
短
を
改
正
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
近
日
中
に
教
授
会
で
新
選

、し

鷲
規
疋が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
って

い
る.

し
か
し
、現
在
の
,た
て
割
り
π
制
度

そ
のも
のに
は
変
化
は
な
く
、
台
度
の

}
,独立
β
によ
って
実
質
的
な
改
革
は

一な
い
。な
お
、
国
立
大
学
の
う
ち
東
京

大
学
だけ
は
厚数
獲
学
部
御と
し
て
正

式
に
学
部と
な
って
い
る
。

史
学
科
、大
幅
に
増
す

文

・
分
属

文
学
部
で
は
十
九
日新
三回
生
百
七
十

八
人
の
学
科
專
攻
に闘
す
る
最
終
決
足

を
発
表
し
た
.
文
学
部箪
務
墾
の
話
で

は
、
今
年
度
は
社
会
学
、仏
文
な
ど
一

部
学
科
に
集
中
し
た
ため
、
こ
れ
ま
で

第
二
志
望
組
も
で
る

は
ほ
と
ん
ど
な
か
った
第
}志
望
以下

に
ま
わ
さ
れ
た
学
生
も
相
当
あ
っ
た
よ

う
だ
。
な
お
新
三
回
生
は
昨
年
の
百
四

十
八
人
よ
り
三
〇
人
多
か
った
が
、
こ

れ
は
、
三
六
年
度
入
学
者
(こ
の
年
度

"
歴
史
に
お
け
る
イ
ン
テ
リ
の
使
命
4

か
ら
四十
人
増
員
募
集
し
た
)
が
進
学

し
た
ため
であ
る
.

辱攻
の集
酬
を
見
る
と
、
学
科
で
は

ク

ク

ク

ク

ク

〃
ラ

安

ク

ナ

ル
…
・

〃 〃 〃 〃
輔制一 一 一 一 一…一 円 玉 ナ

物
価
悩
増
の
お
か
げ
で
脚

円
玉軽
視
が
世
に
マン
エン

あ
おり
を
食
って
そ
の
不
足

に
青
息吐
息
な
の
が
各
商
店

妙
一円玉
百
璽
ア
臼二
十
円
ニ

ナリ
マス
σな
ど
と
珍
窃
な
現

象
が
生
じ
た
が京
大
生
協
で
も

御
多
関
にも
れ
ず
由円
玉
対
策

に
頭
を悩
ま
し
た
あ
げ
く
そ
の

新
手
が十
八
日
か
ら
西
部
パ
ン

シ
ヨ
ップ
に
登
場
し
た
。
題
し

て
〃
一円玉
ナ
ラ
簑
ク
ナ
ル
`

ジ
ュ↓
〈
二十
円
が
十
五
円

史
学科
が大
幅
に
増
え
た
こ
と
が
目

立
ち
(五
四
人
・昨
年
二
九
人
)
、

導
攻
で
は
西
洋
史
の
一八
人
増
が
特

に
い
ち
じ
る
し
い
。
各
科
の
奪
攻
看

数
は次
の通
り
。
(カ
ッ
コ
内は
昨

年
度
)

哲
学
科

六
一
(六
〇
)

哲
学
六
(
一二
)
西
哲
史
四
(四
)

心
理
二
〇
(
=
○

倫
理
二
(
一)

英
学
七
(四
)

社
会
二
〇
(一

七
)

仏
教
一
(三
)

基
教
一

(O
)

史
学
科

五
四
(二
九
)

国
史
九
(五
」

寮
洋
史
一二
(八

)

西
洋
史
二
四
(六
)

考
古
一

(三
)

人
地
八
(七
)

文
学
科

六
三
(五
七
)

国
文
七
(六
)

中
文
二
(七
)

仏
文
二
〇
(
一五
)

英
文
一四
(

一〇
)

米
文
六
(五
)

独
文
一

一
(六
)

伊
文
二
(三
)

書
語

一
(二
)

チ
ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

・

交
響
曲
第

二
番
な
ど

六
月
二
十
四
日
に京
大
オ
ケ

京
大
オ
ーケ
スト
ラ
は
六
月
二
十
四

日
に
京都
会
館
第
一ホ
ー
ル
で
、
二
十

七
日
に
大
阪産
経
会
餌
で第
九
十
三
回

足
例
演
奏
会
を
開
催す
る
.
曲
目
は
チ

ャ
イ
コ
フ
スキ
ー
・
交響
曲
第
二
番
、

モ
ーツ
ア
ルト
・
ピ
アノ
協
奏
曲
二
+

三
番
(ピ
ア
ノ
独
奏林
園子
旺
神
戸
女

学
院卒
)
ロ
ッシ
ー
二
・セ
ミ
ラ
ー
ミ

デ
序
曲
、
ビ
バ
ルデ
ィ
・
合奏
協
奏
曲

「夏
」
の
四
曲
、
指
擢者
は
門
良
一

(医
学
部
大
学
院
修
士
二
回生
)
梅
田

文
一
(医
学
部
本
科
二
回生
)
の両
氏

不

人

気

な

歓

迎

会

勤
秒
螺
出
席
ほ
と
ん
ど
な
し

燃
・
八
閉

講

師
に
末
川

、塩
田

氏
ら

日
本
マル
ク
ス
経
済
学
の祖
と
言
わ
れ

る
故
河上
肇
博
士
の策
蹟
を
偲
ん
で
行

わ
れ
る
河
上祭
も
、
今
年
で
十
七
回
目

を
む
か
え
る
が、
こ
のほ
ど
ほ
ぼ
企
画

が
ま
と
ま
っ
た。
ま
だ
ク
ラ
ス
ゼ
ミ
代

蓑
か
らな
る笑
行
委
員
会
は
で
き
て
い

な
い
が
、
有
志
で準
傭
委
員
会
を
結
成

し
、
二十
四日
に
第
一回
の
実
行
委
員

会
を
行
う予
定
で
あ
る
.

ノ

例年
、
講演
が当
面
の
政
治
状
勢
や

河
上
博
士
の思
いで
な
ど
に
流
れ
て

ー
ー
薩■
●
0
ー

■
Ψ

イ
ラ
ン
調
査
隊

の

報

告

会

京
大
イ
ラ
ン
、
ア
フガ
ニス
タ
ン
、
パ

キ
ス
タ
ン
第
三次
調
査隊
の報
告
会
が

四
月
二
十
日
午後
一時
から
人
文
研
本

鋸
の
講
堂
で
行
われ
た
。
こ
の日
講
堂

に
は
、
教
官
、
学生
に
一般
市
民
も
加

え
て
百
五
十
人
近く
が集
ま
り
三
人
の

調
査
墜
澱の
講
演
、ス
ラ
イ
ド
説
明
な

ど
に
熱
心
に
メ
モ
を
とる
姿
も
みら
れ

た
.調
査
隊
は
昨
年
八月
二十
七
日
か
ら

一カ
月
間
にわ
た
う
てイ
ラ
ン
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
ア
フガ
ン
ス
多

の
遣

跡
の
発
掘
を行
な
った
も
の
で
、
そ

の
成
果
が
各
方面
から
注
目
さ
れ
て

い
る
。

演
題
は
、
西
川
幸治
工
学
部
助
手
が
、

「ガ
ン
ダ
ー
ラ遺
跡
の宮
殿
、
寺
院
発

掘
」
小
谷
仲
男
文学
部
大
学
院
生
が
イ

ラ
ン
北
部
の
ア
ムル
、
ゴ
ル
ガ
ン
地
域

の
発
据
を
主
と
する
「ア
フ
ガ
ン
ス
タ

ン
調
査
旅
行
」水
野
清
人
文
研
教
授
が

「ヒ
ン
ズ
ーク
シ
ュ南
北
の
考
古
学
」

に
つ
い
て
それ
ぞれ
報
告
を
行
った
.

い
た
の
で
、
今
年
は
、
「歴
史
にお

け
る
イ
ン
テ
卸
の
使命
」と
いう
統

一テ
ー
マ
を
定
し
、
そ
のテ
ー
マに

そ
った
講
演
会
、
シ
ン
ポジ
ウ
ム
を

行
う
こ
と
に
な
った
。

日
程
は
六
月
七
日
(金
)
は
"河
上
祭

の
タ
ベ
`
と
題
し
て
祇
園会
館で
記
念

講
演
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
を
行
う
。
講

-師
は
、
資
本
論
の
訳
者
であ
り
、
河
上

博
士
の
弟
子
で
あ
る
長谷
部文
雄
氏
.

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
従来
の
映
画
に

代
って
今
年
は
創
造
座
の
O
・B
が
中

心
に
な
って
い
る
劇
団
ρ人
闘
座
f
が

「草
原
の
う
た
」
を
演
ず
る
。
ま
た
六

月
八
日
(土
)
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
謂

演
会
が
行
な
わ
れ
る
.
演
題
お
よ
び
罰

師
は
次
の
と
お
り
。

「戦
前
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
下
の
イ
ン

テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
」
立
命
大
総
長
未
川
博

「安
保
闘
争
の
総
抽
と
日
鱒
会
談
の
指

針
」
都
立
大
教
授
塩
田
庄
兵
衛
「現
代

の

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
課
題
」
講
帥
未

今
年
度
の
新
入
生
歓
迎
会
は
二
+
二
、

三
目
の
映
圃
「地
下
水
道
」
、
三
十
日

の
映
画
「影
」
(い
ず
れ
も
公
判
対
策

委
主
催
)
を
残
す
の
み
で
、
ほ
ぼ
日
程

を
終
え
た
。

今
年
展
は
体
育
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
十
九
日
皮

六
時
半
か
ら
京
都
会
館
へ進
出
し
て
応

援
団
の
模
範
応
援
披
欝
や
バ
ン
ド
.マ

ン
ド
リ
ン
演
輿
な
ど
を
行
な
い
、
翌
二

+
日
に
は
朝
日
新
聞
社
機
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
投
下
な
ど
派
手
に
行
な
わ
れ
た

が
、
観
衆
は
ま
は
ら
で
盟
り
上
り
を
見

せ
ず
に
終
わ
っ
た
。

鱒方
、
同
学
会
主
催
の
調
演
会
は
十
八

日
午
後
法
経
第
一教
室
で
の末
川
博
士

立
命
大
総
長
、
田
畑
忍
同
志
社大
教
授

十
九
日
午
後
の
坂
田
昌
一名大
教
授
、

二
十
日
午
後
法
経
第
四
で
の
桑原
武
夫

摺
鞭
瀦
艶
ム嘉
野
蓄
講

二゚
一一一一=

:=
=冒

ニ
ニ=
言

二一胃=

騨一一
一=
o

に
、
ア
イ
ス
ク
リコ
ム
十
円
が
八

円
に
、
サ
ン
ド
イ
ソ
チ
五
十
円
が

四
十
五
円
に
、
と
い
う
こ
と
だ
が

"値
下
断
行
π
は
耳
を
そ
ろ
え
て

一円
玉
だ
け
を
持
参
し
た
場
台
に

か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
〃同
じ
こ
と

な
ら
ラ
イ
ス
や
キ
ン
ピ
ラ
に
も
…

…
霞
と
ぼ
や
く
者
も
い
る
が
、
こ

の
企
画
結
構
当
って
い
る
。
生
協

で
は
〃目
標
に
達
す
る
ま
で
つ
づ

け
る
4
と
い
っ
て
い
る
。
7
一円

玉
ヤ
ー
イ
4
と
い
い
た
い
が
、
い

さ
さ
か
フ
ク
ザ
ツ
な
気
持
だ
.
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噌

三
蓄
…

三
,言

生

協

が

ツ

リ

銭

不

足

に

蕾

肉

の

策

・=・:
曇

624
京
都
府
学
連
で
は
四
月
二
十
六
日
に
今

年
度
第
一波
統
一行
動
を
予
斌
し
て
い

る
が
、
教
養
部
で
も
新
一回
生
尋中
心

と
す
る
ク
ラ
ス
討
議
が
連
日
重
ね
られ

て
い
る
も
の
の
、
一般
的
に
い
っ
て低

調
の
よ
う
だ
.

闘
争
の
メ
イ
ン
・ス
ロー
ガン
は
日

韓
会
談
粉
砕
、
学
長
の
認承
官
制
反

対
で
あ
る
が
、
二
回
生
以上
の学
生

の
間
で
も
昨
年
の
大
智
法闘
争
後
の

憲
融
の
断
絶
が
み
ら
れ
、
目標
の
授

菜
放
棄
ク
ラ
ス
決
議
を
とる
ま
で
に

は
、
か
な
り
の
日
数
が
か
かり
そ
う

だ
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
ては
、
二十
三
日

に
教
養
部
自
治
委
員
会
、そ
の
後
大
衆

的
規
模
で
の
、
処
分
、認
承
冒
制
に
関

す
る
総
長
会
見も
予
足さ
れ
て
いる
。

二
十
六
日
に
は
同
大
で
二千
人
を
結
集

し
て
の
集
会
、
デ
モ
が行
わ
れ
る
。

二
十
六
日
は
、
懸
国学
生
革
命
三
週

東
京
で
も
統

「
行
動

低
調
な
ク
ラ
ズ
討
議

年
にあ
た
り
、
京
都
の
ほ
か
、
大
阪

神戸
、
輿
京
で
も
統
一行
励
態
勢
が

"全
学

連
再
建

"目
指

す
か

関
西
学
連
協
で
方
針
を
検
討

関
西
学
連
協
識
会
は
、
大
阪
府
掌
連
、

神
戸
県
学
連
、
京
都
府
学
連
の
代
衰
者

が
築
ま
って
、
二
十
日
囲
か
れ
た
。
こ

脇 槻

 

人
文
科
研
所
長
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
が

いず
れ
も
二
百
人
か
ら
四
百
人
の
新
入

生
ら
が集
ま
り
ま
ず
ま
ず
は
盛
会
し
か

し
、
シ
ンポ
ジ
ュウ
ム
への
出
席
者
は

ほ
と
ん
どな
く
全
く
低
調
に
終
った
.

主
催者
側
の
話

は
っき
り
言
え
な
い

が
、
っ
っ
こみ
方
が
足
り
な
か
った

の
は残
念
だ
.
安
保
闘
争
後
の
イ
ン

テ
リ
の石
傾
化
と
、
イ
ン
テ
リ
と
学

生
聞
の思
想
的
断
層
の
結
果
が
今
年

度
に
な
っ
て京
大
に
お
いて
も
表
面

化す
る
ので
は
な
か
ろ
う
か
.
今
回

の畝
迎
会
が
従
釆
の
そ
れ
と
多
少
の

ち
が
いを
み
せ
て
いる
の
も
"安
保

体
験
8
の多
少
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

驚
で
、
現
在
、名
大
教
授
真
下
偶
一と

一行
動
に
っい
て
は
意
志
統
一が
で
き

教
育
大
教授
朝
永振
一郎
の両
氏
に交

四
、
五
月
は
主
に
、
照
法
間
題
に
つ
い

渉
中
で
あ
る
。
な
お
、
舗
演
会
の
の
て
再
度
各
大
学
で
討
議
を
深
め
る
こ
と

ち
、
講
師
も
ま
じ
え
てシ
ン
ポジ
ウ
ム
を
決
定
し
た
。

を
行
な
う予
定
。

全
学
運
再
建
問
題
は
、
大
阪
府
学
連

と
京
都
肘
学
連
の
閲
に
着
干
の
意
見

の相
違
が
あ
る
た
め
、
各
大
学
に
お

と
ら
れ
て
い
る
。
な
か
でも
菓
京
で

いて
、
全
国
的
状
況
の
検
討
を
お
こ

は
都
学
連
、
マ
ル
学
同
が
合同
で
、

な
って
再
度
、
五
月
三
日
に
集
ま
っ

四
、
二
六
、
メ」
一不
ー闘争
委
員
会

て
協
議
す
る
ζ
と
に
な
った
。
こ
こ

を
も
っ
な
ど
、新
学
期
を迎
え
て再

で
、
ほ
と
ん
ど
意
志
統
一が
で
き
る

ぴ
闘
争
の季
節
を
向
えよ
う
と
し
て

見
込
み
で
あ
る
。

い
る
。

そ
の
ほ
か
、
三
十
四
回
統
一メ
ー
一オ
ー

の
ス
ケ
ジ
ェー
ル
が
決
足
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
京
都
で
は
、
各
大
学
ご
と

に
十
時
か
ら
集
会
を
開
き
、
そ
の
後
デ

モ
に
移
る
。
デ
モ
の
コ
ー
ス
は
、
同
志

ζ
で
は
、
主
に四
、
五
月
闘
争
の行
動

社
前
で
合
翫
し
、
二
条
城
↓
府
庁
前
↓

嚢

、全
学
　叢

簡
題
を
討
議
し
」丸
嚢

り
藁

窪

り
↓
知
饒

前

8

で
洗
れ
解
散
と
な
って
い
る
。

甜

た
。
四
。二六
「日
韓
会
談
反
対
」
統

委
員
長
代
理
に
高
瀬
君

府
学
連

京
都
府
学
遮
は
十
六
日
束
大
同
学
会
に

お
い
て
執
行
委
員
会
を
開
い
た結
果
、

委
蝋
長
代
理
に
高
瀬
泰
司
君
(京大
理

三
)
を
選
出
、
五
人
の
執
行委
員
を
入

れ
換
え
た
。
こ
れ
は
六
月
に
開
かれ
る

執
行
委

一
部
入
れ
か
え

府
学
運
大
会
で
正
式
決
定
と
な
る
。
な

お欝
記
畏
田
中
君
(同
大
)
副
委
員
畏

福
窟
君
(岡
大
)
長
谷
川
君
(立
大
)

は
留
任
。
新
執
行
委
の
構
成
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

京
大
五
(社
学
同
四
、
社
青
同
】)

同
大
七
(社
学
岡
七
)

立
大
六
(構
改
六
)

学
大
一
(民
登

)

(二
面
に
「ス
ポ
ッ
ト
。ラ
イ
ト
b

体
育
会
予
算
決
る

総
額
三
五
二
万
山

四
月
十
六
日
の
幹
蟻
会
に
お
い
て
、
昭

和
三
十
八
年
度
体
育
会
予
算
案
が
決

定
し
た
.
収
人
総
額
は
、
三
五
二
万
六

一二
四
円
で
、
そ
の
う
ち
体
育
会
加
入

費
が
三
脚二
万
五
六
〇
〇
円
ど
昨
年
度

の
二
悟
以
上
に
は
ね
あ
が
っ
て
い
る
.

こ
れ
は
、
新
入
生
よ
り
徴
収
す
る体
育

会
費
を
従
釆
の
一口
千
円
か
ら
二
千
円

に
増
額
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、支

出
の
内
訳
は
総
務
闘
係
費
九
四
万
五千

円
、
寧
業
幽
係
聾
騨〇
三
万
円
(遵

勤
会
四
万
円
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
一
五
万

円
、
新
入
生
歓
迎
会
一〇
万
円な
ど
)

渉
外
賞
一四
万
五
千
円
、
各
部
援助
費

一三
八
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の中

で
、
運
動
サ
ー
ク
ル
へ
の
基
本援
助
費

を
各
二
万
円
と
し
、
更
に
昨
年
度
の成

績
を
標
準
と
し
て
強
化
費
を決
足し
て

い
る
。
ポ
ー
ト
部
、
自
動
軍部
、
ヨ
ソ

ト
部
が
各
一〇
万
円
を
得
て
い
る
。

停

年

議

義

朋
難

譲

(教
養
)
嚢

+
三才
に

な
り
、
足
年
退
官
し
た
教
養
部
中
原与

茂
九
郎
教
授
(西
洋
史
学
)
の
停
年講

義
は
十
五
日
午
後
三
時
半
か
ら
、
総
長

ら
多
薮
の
教
官
学
生
を
集
め
て
D30号

教
室
で
行
な
わ
れ
た
。
同
教授
は
「趣

形
文
字
に
魅
せ
ら
れ
て
」
と
題
し、
六

高
卒
莱
後
、
京
大
の
羽
田
教授
、オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
の
シ
ー
エス
教
授
と

の
師
弟
愛
や
留
学
の
い
きさ
つ
、今
後

の
古
代
う

ポ
タ
ミ
ア
の
経済
研
究
へ

の
抱
負
を
述
べ
た
。我
が
国
で
た
だ

ひ
と
り
の
シ
ュ
メ随
ル
、
ア
ッカ
ー
ド

の
換
形
文
字
の
解
読
者
で
あ
る教
授
は

φ

㍉
ノ7
～

」ー

桝

春の演奏会
京大合唱団

ハ
千

円

契
形文
字
の例
文
の
前
で
は
異
様
な
ま

で
に槽
熱
的
な
口
調
で
蕗
り
、
教
壇

を
去
っ
た.
な
お
岡
教
授
は
京
大
退
冨

後
、
立命
大
教
授
と
し
て
大
学
院
で
訓

義
を
続
け
る
予
走
。

空
漂叡
授
略
匿

明
治
三
十
三
年
四
月

十
五
日
生
、
六
高
か
ら
京
大
文
学
部

史学
科
に
は
いり
大
正
十
四
年
卒
、

昭
和
三年
英
国
留
学
、
同
二
+
四
年

広
島
大
教
授
、
圓
二
十
六
年
か
ら
京

大
教
授
を
勤
め
た
.

覆
田
中
周
友
(図
霞
亟

長
)
「図
書
餌
及
び
研

究
所
の
運
営
状
況
の
調

査
、
視
察
の
た
め
合
象

国
、
カ
ナ
ダ

へ
」

(
銘

・
4

。
29
～
38

・
6

・
30
)

ロ　　ま

く

ゆ　

「こ
こ
ろ
の
貧
し
い
人

顯
た
ち
は
、
さ
い
わ
い
で

あ
る
」
と
、
キ
リ
ス
ト

は
い
っ
た
そ
う
だ
.
な

ぜ
な
ら
「天
国
は
彼
ら

の
も
の
で
あ
る
」
か
ら
だ
そ
う
だ
.
ま

た
「悲
し
ん
で
い
る
人
」
は
「慰
め
ら

れ
る
」
か
ら
「さ
い
わ
い
で
」
崩
り
「

義
に
飢
え
か
わ
い
て
い
る
人
」は
「飽

き
足
り
る
よ
う
に
な
る
」
か
ら
「さ
い

わ
い
で
」
あ
る
そ
う
だ
.
と
こ
ろ
で
、

こ
の
三月
、北
脚

撰

奥
丹
後
地方

へ
の
演
奏
旅
行
で

好
評
を迫
し
た
京

胆

大
合
唱
団は
五
月
酬

二
日
に
京都
会臨
陣

第
ニ
ホ
ー
ル
で
春
の
演
輿
会を
開
川

`
催
す
る
。

曲
目
は
混声
合
唱
がシ
ョス
タ
昌

ロ

　

随
コー
ビツ
チ
、
十
の詩
曲
な
ど
、

"
男
声
合
喝
が目
本
民
謡
、
ロシ
ア
喘

民謡
な
ど九
曲
、女
声
合
唱
が
プ
纈

陣
ラー
ムス
、
は
ち
の花
等
四
曲
と
剛

伽
な
ぞ

いる
・

伽

一
鯉懐
の
さ
び
し
い
人
・
は
、
蚕

で
は

い
ざ
知
ら
ず
、
ど
う
も
現
世
で
は
∬さ

い
わ
い
躍
で
は
な
さ
そ
う
だ
▼
学
生
に

と
って
も
∬と
か
く
こ
の
世
は
筏
み
に

く
い
`
も
の
と
な
った
.
と
く
に
食
・

住
の
点
で
"懐
の
さ
び
し
い
8
者
に
と

って
は
な
や
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
.

今
年
も
新
入
生
に
と
っ
て
鯉下
宿
争
奪

戦
6
は
、
ひ
と
き
は
壮
烈
な
も
の
だ
っ

た
ら
し
い
.
息
子
が
身
体
検
査
を受
け

て
い
る
聞
、
母
親
が
下
宿
紹
介
を
得
る

た
め
、
は
や
く
か
ら
摩
生
錬
前
の
列
に

加
わ
って
い
た
な
ど
と
い
う
、
涙
ぐ
ま

し
い
母
性
愛
発
露
め
口場
面
も
あ
っ
た

程
.
一方
、
胃
袋
の
方
も
そ
う
簡
単
に

満
足
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
懐
と
胃

袋
の
亙
さ
は
正
比
鮒
す
る
こ
と
にも
な

る
▼
こ
の
よ
う
に
、
多
方
面
か
ら
学
生

生
活
に
圧
迫
が
か
け
られ
てき
て
い
る

現
在
、
生
協
の
存
在
に
つ
い
て
、
いま

一度
真
剣
に
考
え
な
け
れ
はな
らな
い

だ
ろ
う
.
粗
合
員
と
の
意
思疎
通
の欠

如
は
、
生
協
を
単
な
る
街
道
筋
の
"便

利
屋
4
的
な
も
の
に
し
て
いる
.
こ
の

現
象
は
、
組
合
員
の
無関
心
か
らも
く

る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
"組
合
員
の協

力
'
を
殺
し
文
句
とす
る
理
箪
会
側
の

一人
芝
居
と
組
合
員
に
対す
る
P
R不

足
に
も
、
そ
の
因
があ
る
よ
う
に思
わ

れ
る
.
経
営
内
容
や
運
営
面
で
間
題

が
山
積
し
て
頭
打ち
状
態
と
な
って

い
る
現
状を
脱
する
た
め
にも
、
そ
の

経
営
内
響
を
業
人
にも
理
解
で
き
る
よ

う
な
方
法
で
、
た
びた
び脱
明
す
べき

で
あ
る
.
そ
の
上
で
謬組
合
員
の協

力
曙
を
訴
え
る
べき
も
ので
あ
り
年
二

度
の
総
代
会
の
席上
だ
け
で
お
茶
を
に

ご
し
て
い
る
今
の制
度
は
再
考
を
翼
す

る
。
な
に
も
食
堂
でセ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

す
る
こ
と
だ
け
が
軍組
合
員
の協
力
召

を
慧
味
す
る
こ
とで
は
な
か
ろ
う
.
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誇
ら
し
げ
に◇

・
教
室

を
案

内

わ
れ
わ
れ
は
、
キ
ュー
バ
の
遊
園施

設
を
見
学
し
た
。
第命
後
に
建
てら
れ

把
、
新
し
い
学
挾
や
保
養
地
で
あ
る一

壽
え
て
も
み
る
が
よ
い
.
全
畏
八
百

'
に
お
よ
ぷ
島
に
、
革
命
葡
に
は
、人

び
と
に
解
放
さ
れ
て
い
る
海
水
浴
場は

些 禁i〒 、聞1

 

酪閃薦.常(第3種郵糊第1147暑

た
った
二
つ
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。残

り
の
海
水
浴
場
は
、
個
人
の
所
有
のも

のだ
った
.
だ
か
ら
、
一般
のキ
ュー

バ
人
が
、
海
水
浴
を
し
て
い
る時
には

私
有
地
への
侵
入
を
し
て
い
る
と
い
う

ζ
と
に
な
る
。

新
し
い
学
校
に
は
、
各
校
一芳
人
の

生
徒
が
通
学
し
て
い
た
.
こ
の
数字
に

は
、
象
徴
的
な
颪
昧
が
あ
る
.
こ
の数

字
は
、
バ
テ
ィス
タ
と
そ
の
警
察
に
虐

,ジ
ウ
ダ
ド
・リ
ベ
ル
タ
ド
で
、
わ
れ

わ
れ
は
、
校
庭
に
い
る
学
生
に
あ
っ

た
。
彼
ら
が
「ぜ
ひ
」
と
い
う
の
で
、

教
室
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
った
.
彼
ら

は
、
得
憲
そ
う
に
、
教
室
を
案
内
し

た。ま

だ

進

行

し

◇
・…

◇

靴
バ いで

懸
碁

支
持
し
て
い
た
。わ
れ
わ
れ
が、
一九

六
一年
に
目畢
し
た限
り
で
の世
論
の

動
向
か
ら
も岡
じ
こと
が
いえ
る
。
ま

た
ミ
シ
ガ
ン
州
立大
学
のサ
ム
・シ
ャ

ピ
ロ
教
授
は
、
一
九六
二年
の秋
に
、

キ
ュー
バ
を
訪
問
し
て、
報
告
を
お
こ

な
っ
て
い
る
が
、当
時
の革
命
の支
持

者
は
や
は
り
約
七σ
%
に
の
ぼ
って
い

た
.
ア
メ
リ
カ
か
ら
の圧
力
や
積
極
的

な
敵
意
の
お
か
げ
で
、革
命
は
か
な
り

一 一 で⊃一

 

り
場
で
、
昼
食
を
と
って
い
た
と
き
だ

った
.
フ
ィ
デ
ル
・カ
ス
ト
ロ
が
、
ハ

ヴ
ァ
ナ
か
ら
ヘリ
コ
プ
タ
ー
で
と
ん
で

き
て
、
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
に
入
っ
て
、

食
事
を
共
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
つ
げ

ち
れ
た
.
翻フ
ィ
デ
ル
`
が
や
っ
て
く

る
と
い
う
話
は
、
す
ぐ
に
近
く
に
住
ん

で
い
る
人
た
ち
の
聞
に
ひ
ろ
が
り
、
短

い
通
知
を
み
て
、
そ
の
か
い
わ
い
の
多

く
の
着
者
た
ち
が
、
食
堂
の
ま
わ
り
に

い視
野
か
ら
、
検
附
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い.
一、
科
学
の国
際
協
力
は
平
和
への
貢

献
を
目
的
と
す
べき
ζ
と

科
学
に
関
す
る
国
際
協
力
は
、
平
和

目
的
にか
き
る
べき
こ
と
は
明
白
で
あ

る
.
し
か
し
な
が
ら
こ
の
原
則
は
、
単

に軍
聯
研
究
を
排
除
す
る
と
い
う
消
極

的
目
的
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も
っと
積
極

的
な
意
義
を
も
つこ
と
を
指
摘
し
た

い
。科
学
の異
常
な
発
展
の
た
め
に
、
現

荏
柏対
ず
る
国
家
ブ
ロ
ッ
ク
閥
の
政
治

紛
争
が、
人
類
全
体
の
滅
亡
の
危
険
壱

生
む可
能
性
が
あ
る
.
わ
れ
わ
れ
は
こ

れを
十
分
に知
り
、
科
掌
者
と
し
て
の

質
任
を繍
じ
て
いる
.
一方
科
學
に
は

古
く
から
8科
掌
に
国
境
な
し
禽
と
い

わ
れ
るほ
ど
の国
際
協
力
の
伝
統
が
あ

り
、
科学
には
国
際
間
の
政
治
的
な
差

異
を越
え
た普
遍
性
が
あ
る
。

従
っ
て、
科学
者
に
は
、
国
際
協
力

を
通
じ
て
、
全世
界
に
平
和
を
も
た
ら

す
た
め
の
翼
要
な質
献
を
す
る
責
任
が

あ
り
、
そ
れ
を行
う麟
務
が
あ
る
.

二
、
科
学
の
国
際協
力
は
全
慣
界
的
で

あ
る
べ
き
こ
と

世
界
各
国
の
科
学研
究
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
狩
色
が
あり
、
そ
の
いず
れ
と
も

協
力
す
る
こ
と
が得
策
で
あ
る
.
各
国

の
科
学
協
力
を進
め
る
た
め
の全
世
騨

的
国
際
組
畿
と
し
ては
、

¢
Z
国
の
Q
O
°
H
Q
Oq
q
●°

Q
H
℃
ω
=
●
O
H
O
竃
Φ
,

ミ
エ
O
・
≦
寓
O
●H
>
国
>
-

そ
の
他
が
あ
り
、
わ
が国
も
従
釆
こ
の

糧
の
機
関
を
巡
じ
て
、科
学
上
の
国
際

協
力
を
行
な
っ
て
き
た。
従
うて
、
国

鼠
協
力
を
強
化す
る
際
には
、
や
は
り

こ
れ
ら
の
棲
関
を
強化
す
る
の
が常
道

で
あ
る
.

特
定
の
騨国
と
科
学
協力
を
進
め
る

場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
全世
界

的
な
協
力
の
妨
げ
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
十

分
留
意
す
る
と
と
も
に
、
更
に
進
ん
で

そ
の
欄
の
国
六
と
も
協
力
を
進
め
る
よ

う
努
力
す
べき
で
あ
る
。

3
、
科
学
の
国
際
協
力
に
際
し
て
は
自

主性
を
重
ん
ず
べき
こ
と

科
学
の共
同
研
究
に
お
い
て
、
擢
人

の創
意
が何
よ
り
も
澱
ん
じ
ら
れ
る
の

と
同
じ
よ
う
に、
繭
際
協
刀
に
お
い
て

も
、
そ
の国
の科
学
の
伝
統
と
自
主
性

が
尊竃
さ
れ
なけ
れ
ぱ
な
ら
な
い
.
わ

が
函
の科
学
が自
分自
身
の
体
系
を
も

っ
た
自
主
的
な発
展
に努
力
を
怠
た
る

な
ら
ぱ
、
国
際協
ヵ
で
十
分
な
寄
与
が

果
た
せ
な
い
は
かり
で
な
く
、
国
際
協

力
は
か
え
っ
てわ
が国
の
科
学
の
発
展

の
阻
轡
に
な
り
かね
な
いこ
と
を
、
十

分
に
注
意
し
なけ
れ
はな
ら
な
い.
ま

た
、
科
学
は
そ
れ
が外
部
か
ら
加
え
ら

れ
る
い
か
な
る
干
渉
から
も
目由
で
あ

る
時
、
も
っ
と
も
よ
く
人類
に奉
仕
で

き
る
と
い
う
こ
と
を考
える
べき
であ

る
。
4

科
学
の
国
際
協
力
は
科
掌
者
の聞

で
対
等
に
行な
わ
る
べき
ζ
と

科
学
の
道
歩は
国
によ
って
程
匿
の

差
が
あ
り
、ま
た特
異性
があ
あ
る
.

し
か
レ
そ
の
国際
協
力は
各
国
が
目主

性
を
も
って
対
等
の立
場
にお
いて
行

な
わ
れ
る
の
が聞
顔
で
ある
.
I
GS

U
な
ど
に
お
け
る
よ
うな
純
学
問
上
の

協
力
に
お
い
て
は対
等
に諾
し
あ
い
が

進
め
ら
れ
て
い
る。

国
際
協
力
を対
等
の立
場
で行
な
う

た
め
に
は
、
そ
の
経費
も
、他
の国
の

み
に
ζ
れ
亭
煽ぐ
よ
うな
態
屋
を
と
る

べ
き
で
は
な
い
.

5

科
学
の
国際
協
力
の成
果
は
公開

さ
れ
る
べ
き
ζ
と

科
学
の
国
際協
力
にあ
た
っ
ては
、

そ
の
成
果
は
公
開
され
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
.
ζ
れ
は
軍事
的な
秘
密
研
究
を

排
除
す
る
と
い
う
意義
があ
る
ば
かり

で
な
く
、
自
由
な討
論
によ
っ
て協
力

を
助
長
す
る
と
い
う積
極
的な
面
を
も

って
い
る
.
籍
訂羅

襲
坐

フ
ォ
ー
ド
財
団
の
資
金
援
助
に大
き

く
依
得
す
る
東
閉
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ

ー
殴
置
計
圃
に
対
し
、
私
達
は
総
長
と

の
会
見
(六
月
十
四
日
)
や
公
開
討
諭

会
(七
月
五
日
・別
紙
声
明
参
照
)
、

研
究
計
園
準
備
姿
員
長
星
田
教
授
と
の

会
見
(七
月
十
六
日
)
等
を
通
じ
て
私

進
の
い
だ
く
旋
惑
を
晴
ら
そ
う
と
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
.

し
か
し
総
長
、準
備
委
員
長
の
董
悪

にも
か
か
わ
ら
ず
、
準
備
委
員
会
に
お

いて
す
ら
間
題
の
本
質
的
な
解
決
へ
の

窮
力
、
す
な
わ
ち
研
究
酎
圏
内
容
の
検

討
が
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
九
月
ま
で
に
全
学

的
な
研
究
体
制
が
強
行
的
に
価
さ
れ
よ

う
と
し
て
お
り
、
そ
の
騨方
、
こ
の
き

わ
め
て
勉
険
な
性
格
の
研
究
計
圃
案
を

既
成
箪
笑
と
し
て
研
究
委
員
会
の
一超

教
授
が
東
閑
ア
ジ
ア
酪
國
の
要
人
や
フ

ォー
ド
財
団
と
橘
人
的
に
折
衝
し
て
お

りま
す
.
ζ
の
よ
う
に
一部
教
授
の
独

断
的な
行
勘
に
よ
る
既
成
嶺
笑
の
積
み

凱ね
に
よ
って
、
評
瞬
会
に
も
か
け
な

い
うち
に京
都
大
学
全
体
が
き
わ
め
て

遺
憾
な
方向
へ走
る
勉
険
が
さ
し
せ
ま

っ
て
お
りま
す
.

私
逮
は
閑岡
アジ
ア
研
究
に
お
いて

も
研
究
省
の
社会
的買
任
と
いう
点
を

薦
慮
す
る
な
ら
ぱ
、学
術
会
議
第
三十

四
総
会
で
議
決さ
れ
た科
学
の国
際
繕

力
に
関
す
る
五原
則
(別
紙
参
照
)
の

ど
れ
一つ
を
欠
い
ても
な
らな
い
と考

え
ま
す
。
遺
憾
な
が
ら
本研
究
計
画
は

そ
の
ど
れ
を
と
っ
て
み
ても
五原
則
に

台
致
す
る
も
の
と
は
簗
え
られ
ま
せ
ん

す
な
わ
ち
、
国
際
聞
の
緊
張
を激
化
さ

せ
る
と
い
う
惣
妹
で
第
一の原
則
に外

れ
、
申
国
お
よ
び
楽
南
ア
ジ
ア近
隣潴

国
と
の
協
力
を
妨
げ
る
と
い
う
意
味
で

第
二
の
原
則
を
そ
こ
な
鴨
、
研
究方
法

・研
究
対
象
、
財
源
を
毒
え
れ
は
、
学

問
の
目
虫
的
発
展
の
見
地
か
ら
で
は
な

く
き
わ
め
て
外
部
依
存
的
な
や
り
方
で

第
三
の
原
則
を
も
ふ
ん
で
お
ら
ず
、
フ

オー
ド
資
金
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と

から
対
等
の
経
済
的
基
礎
が
失
な
わ
れ

ると
いう
点
で
第
四
の
原
則
を
犯
し
、

これ
ま
で
の全
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い

な
い
こと
や
、
現
在
ま
で
の
級
過
の
非

民主
性
か
ら
成
果
が
完
全
に
公
開
さ
れ

るも
のと
は
考
え
ら
れ
ず
、
第
五
の
原

則も
守ら
れ
る
か
ど
う
か
き
わ
め
て
疑

問
に感
じ
ま
す
.

戦
前
、
京
都
大
学
の
中
国
酬
究
は
秀

れ
て
い
たと
は
いう
も
の
の
日
本
の
対

中
国
侵
略政
鎌
の決
疋
や
国
民
の
中
国

観
の
形成
に
一定
の役
割
を
果
し
て
き

ま
し
た
。私
達
は
二度
と
再
び
京
都
大

学
を
そ
の
よ
う
な戦
争
と
抑
圧
の
道
に

追
い
や
っ
ては
なら
な
いと
薦
え
ま

す
.一九
六
二
年
七
月
一
八日

果
嗣
ア
ジ
ア研
究
セン

タ
ー
問
題
対
策
協
議
会

(岡
セ
ン
タ
ー
管
瑚
委
員
会
規
定は
三

面
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
)

全1
内容見本送呈
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統計力学・量子続計

坪

変 勘現 象 開一一一一

一一冨
畝
坪

匿視の世界から歓視の世界ヘ ヨ
観測値の整理 坪
物理輿1験法
現代物理学の翌幽働
C鱈 物環学の農開
解析力学一

山

原
流 体力 学(D-一 鱒脚一 一 一榊友

弾 性(D一 喘
熱現 象
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芝
大
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郎
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覧
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近
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課
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ご

公
判
闘
争
の

イ

メ
ー
ジ

そ
れ
で
は
、
ノ公
判
闘
争
6
とは
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
型
態
のも
のを
い

う
の
で
あ
ろ
う
か
。

,公
判
闘
炉

の
意
味
は
、
視点
の違

い
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
に解
釈
さ
れ
て

い
る
.
す
な
わ
ち
、
資
本主
義
社
会
に

き抜、34反体制運動のホ

有名無実

 

も対策本部同学会

難
難

ー

 
鵡
.
一
・

…

'
:"
剛

.

.
騨
三

一

=

…
一

翼..

°

;:

開

え
ら
れる
かも
知
れ
な
い
.
し
か
し
9

公
判
闘
争

の̀
一般
的
な
イ
メ
塘
ジ
と

し
ては
、
学
生
大
衆
に
よ
る
法
廷
闘
争

資
金
の
カ
ン
パ
、
公
安
条
例
の
本
質
暴

ゾ

露
に必
要
な
資
料
の
発
行
、
大
衆
的
規

模
で
の
公
判
の
傍
聴
な
ど
で
あ
る
。

,公
判
闘
争
4
は
学
生
運
動
の
中
で

ど
の
よ
う
に
位
署
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

三
年
前
、
日
本
全
国
を
揺
る
が
し
た

あ
の
安
保
闘
争
の
時
点
で
、
京
都
に
お

け
る
学
生
運
動
は
一人
の
犠
牲
者
も
出

さ
ず
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
の
権
利
を
獲
得
し

さ
ら
に
連
日
の
大
衆
動
員
に
よ
っ
て
公

安
条
例
を
実
質
的
に
骨
抜
き
の状
態
に

陥
入
れ
た
。
し
か
し
蜜
保
闘
争
の終
耀

と
そ
れ
に
っつ
く
学
生
運
動戦
線
の分

裂
は
、
体
制
側
の
立
直万
と反
勲
攻
勢

の
ま
え
に
そ
の
既
得
権
の
放棄
巻
よ
ぎ

な
く
さ
れ
っ
つ
あ
る
。
すな
わ
ち
、
ア

昨
年
の
政
暴
法
闘
争
、
昨年
の
憲
法
公

聴
会
阻
止
、
大
管
法
闘
争
の過
程
で、

策
京
で
は
都
公
安
条
例
の徹
底的
な
適

用
に
よ
っ
て
、
デ
モ
の両
側
を
警
官
が

ど
ッ
タ
リ
く
っ
つ
い
て歩
く
いわ
ゆ
る

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
デ
モ
の状
態
を
塁
し
て

い
る
。
ま
た
京
都
では
、
単
な
る
集
団

示
威
行
為
の届
け出
制
によ
る
弾
圧
か

ら
、
最
近
の傾
向
であ
る
条
件
違
反
に

よ
る弾
圧
へ
の変
化
に
見
ら
れ
る
公
安

条
例
の適
用
強
化
に
よ
って
、
現
在
ま

で
に逮
捕
、趨
訴
さ
れ
た
学
生
の
数
は

府学
連
関
係
で
は
の
べ
十
四
人
に
も
達

し
、
うち
京
大
か
ら
の
べ
十
二
人
を
出

し
てい
る
一方
、
さ
ら
に
デ
モ
弾
圧
の

型態
で
も
徐

に々
東
東
の
状
態
へ
と
移

り
つ
つあ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
把握
し
た上
で

考
え
る
な
ら
ば
、
"公
判
闘
争
8は
そ

の
違
憲
性
の
追
求
に
よ
る
単
な
る公
安
,

条
例
撤
廃
闘
争
と
し
て
位置
づ
け
る
の

で
は
な
く
、
安
保
か
ら憲
法
改
悪
へ至

る
過
程
の
申
で
の
行
政
的措
置
お
よ
び

環
と
し
て
、
す
な
わ
ち憲
法改
悪
の笑

質
化
と
し
て
位
置
づけ
る必
嬰
があ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
.
[圏

現
在
の
日本
の
ワ法
`
と
い
う
も
の

が
資
本
制社
会
の産
物
で
あ
る
と
い
う

点
か
ら生
じ
る
法
廷
闘
争
の
限
界
を
無

視す
る
とし
て裁
判
の
結
果
が
い
か
に

最
終
的
には
法
廷
闘
争
と
い
う
個
人
プ

レ
ー
の段
階
で
決
定
さ
れ
る
に
し
て

も
、
そ
れ
が
"公
判
闘
争
κ
に
お
い
て

大
衆
性
が
不
要
で
あ
る
と
い
う
論
拠
に

は
な
ら
な
い
.

ア

公
判
闘
争
に
お
け
る
大
衆
性
は
法
廷

闘
争
を
有
利
に
導
く
う
え
で
や
は
り
絶

対
不
可
欠
の
も
の
と
い
え
る
.
な
ぜ
な

ら
、
そ
の
大
飛
性
は
具
体
的
に
は
次
の

二
点
に
お
い
て
公
判
闘
争
の
中
で
位
置

づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一点

と
は
法
廷
闘
争
の
た
め
の
貸
金
援
助
と

い
う
形
態
で
あ
り
、
も
う
一点
と
は
法

廷
闘
争
に
お
け
る
問
題
点
を
学
生
観人

個
人
が
明
確
に
把
握
し
、少
な
くと
も

公
判
の
傍
聴
と
い
う形
で
、す
な
わ
ち

大
衆
的
に
、
公
判闘
争
の正
し
い位
置

づ
け
の
も
と
に結
集
し
、裁
判
所
に圧

力
を
かけ
る
と
いう
形
態
であ
る
。

こ
こ
で明
ら
かな
よ
う
に、
こ
の
二

点
を
追求
ず
る
元
め
に
は
、
ま
た
公
判

闘争
が
二～
三年
を
要
す
る
畏
期
戦
で

あ
る
こと
か
ら
も
、
強
固
な
組
織
が
必

要
であ
る
.
し
か
し
そ
の
現
状
は
ど
う

であ
ろ
う
か
。
確
か
に
府
学
運
傘
下
の

大
学
のう
ち
で
も
、
同
大
、
立
命
大
で

は
公
判
申
の
掌生
が
一人
とは
い
え、

学
及
会
のも
と
に救
援
対
策
都
を
酸
け

着
実
に資
金
カ
ン
パ
を
行
な
って
い
る

な
か
でも
立
命
大
で
は
過
去
五
回
の
公

判
に
つね
に大
衆
動
員
に
成
功
し
て
い

る
ので
あ
る
。
こ
れ
に
比
較
し
て
、
延

べ十
二
人
も
の
学
生
の
裁
判
が
進
め
ら

れ
て
いる
京
大
で
は
、
同
学
会
に
膏
名

無
実
の
救
援
対
策
部
が
あ
る
の
み
で
残

念
な
が
ら
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
実
質
的

な
公
判
対
策
は
何
ら
進
め
ら
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。
ζ
の
状態

は
府
学
連
で
も
同
様
で
あ
る
。
学生
運

勤
の
中
に
あ
っ
て
は
運
動
の中
心
が
、

そ
の
時
点
々
々
の問
題
に
う
つ
るの
は

当
然
で
あ
る
。
し
かし
、
公判
闘
争
の

位
置
づ
け
か
ら
、
そし
てこ
の間
題
が

今
後も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
で
あ
ろ

う
と
予想
さ
れ
る問
題
で
あ
る
だ
け
に

や
は
り
永
続
的
か
つ
有
効
な
組
織
の
確

立
が
泌
要
で
あ
ろ
う
.
新
学
年
度
を
迎

え
、
府
学
連
、
同
学
会
が
と
も
に
公判

対
策
組
鐡
の
再
編
成
の
動き
を示
し
始

め
た
こ
と
は
、
当
然
の
こ
とな
がら
、

そ
の
動
き
は
注
目
に
値す
る
.
一方
、

闘
争
ご
と
に多
数
の学
生
が
逮
捕
さ
れ

そ
の
うち
の数
人
が
起
訴
さ
れ
る
と
い

う現
状
の中
にあ
「て
、
学
生
大
衆
の

感
覚
は
、
耳逮
捕
π
と
い
う
事
笑
に
関

し
て
,自
分
が
ヤ
ラ
レ
な
い
か
`
と
い

う
恐
怖
感
と
、
,ま
た
ヤ
ラ
レ
た
か
8

と
いう
一穂
慢
性
気
味
の
ア
キ
ラ
メ
に

似
た
感
じ
し
か
起
さ
な
い
段
階
に
達
し

て
いる
。
こ
れ
こ
そ
冒
構
の
思
う
ツ
ボ

で
あ
り
、
こ
こ
に
は
体
制
側
の
不
当
な

弾
圧
を
主
体
的
に
う
け
と
め
、
は
ね
か

え
そ
う
と
す
る
視
点
が
明
ら
か
に
欠
け

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
質
把
握
か
ら
撤
廃
へ

圏

廷
-闘
浄

法
廷
闘
争
と
い
り
ても
単
な
る
学
生

にす
ぎ
な
いわ
れ
わ
れ
に
と
って
、
常

識的
に
は
法
廷
内
で
直
接
の
行
動
を
と

る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
直

接
の
行
勲
は
被
告
に
な
ッて
い
る
学
生

と
そ
の
弁
護
士
に
ま
か
せ
る
以
外仕
方

科
学
的
論
破
が
突
破

ロ

(莇
弁
護
士
)

な
い
わ
け
で
あ
る
。

へ
そ
れ
ゆ
え
、
は
っき
り
い
っ
て
わ
れ

わ
れ
の
法
廷
闘
争
は
,公
安条
例
の本

質
把
握
と
そ
の
違
憲
性
の追
求
4
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
9公
安条
例
撤
廃
`

の
闘
畠
と
い
う
こ
と
にな
る
.

こ
こ
で、
公
安
条
例
の
閥
題
点
を
、

本
紙
一〇
八
五
号
(昭
三
六
・十
マ
十

三
)
に掲
載
の
弁
護
士
莇
(あ
ざ
み
)

立
明
氏
の
所
論
か
ら
抜
粋
引
用
し
て
み

よ
う
。
「公
安
条
倒
は
、
表
現
の
自
申
ζし
て

保
障
さ
れ
た
集
会
や
デ
モ
行
進
を
不
当

に
制
限
す
る
違
憲
法
規
で
あ
る
ζ
と
は

今
や
少
し
な
り
と
も
憲
法
的
感
覚
を身

に
つ
け
た
人
達
の
閥
で
は
常
識
に属
す

る
こ
と
と
な
う
て
い
る
。ま
た
、公
安

条
例
は
戦
前
の
治
安警
察
法
や
、
行
政

執
行
法
の
よ
う
に
箇接
的な
思想
抑
圧

を
行
な
う
も
の
で
はな
い
にし
ても
、

事
実
上
、
國
民
の思
想
を
抑
圧
す
る
必

然
性
が
あり
、そ
の意
昧
で
}種
の
政

治警
察
法
規
と
し
て
い
わ
ば
現
代
型
の

治
安立
法
で
あ
る
こ
と
も
識
者
に
よ
っ

て
つと
に指
摘
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で

あ
る
.
し
か
る
に
、
三
十
五
年
七
月
二
十
日

最
高
裁
大
法
廷
は
国
民
世
論
に
背
を
向

1灘 灘灘
鑛蕪難繍1

失
な
わ
れ
幅
広
い
大
衆
揮動
が進
展
し

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点を
気

に
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
昨
年
の前
記
最
高
裁
合

憲
判
決
は
、
同
じ
「表
現
の自
由
」
の

中
で
も
、
「集
団行
動
」
と
「単
な
る

琶
識
・出
版
」
とは
区
別
す
べき
も
の

と
し
、
集団
行
動
と
く
に集
団
示
威
運

動は
、
一暴
力
に発
展
す
る
危
険
性
の

あ
る
物理
的
力
を
内
包
し
て
い
る
」
か

ら
、し
た
が
って
、
「集
団
行
動
に
よ

る
表
現
の自
由
に
関
す
る
限
り
…
…
…

不
測
の事
態
に
備
え
、
法
と
秩
序
を
維

持
す
る
に
必
要
か
つ
最
少
限
度
の
措
置

を
事
前
に
講
ず
る
こ
と
」
も
や
む
を
得

な
い
と
し
ご
、
新
潟
県
条
例
ム墨
思判
決

の
基
本
原
則
を
ほ
ぼ
完
全
に
放
棄
し
て

し
ま
って
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
い
か
に
も
近
時
の最
商
裁
ら

し
い
、
一定
の俗
齢
的
集
団
行
助
観
を

打
ち
出
す中
で、
前
記
新
潟
判
決
の
衷

現
の自
由
に闘
す
る
基
本
原
則
を
放
棄

す
る
とと
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
公
安
条

例
違
憲
論
議
に
対
し
て
い
き
さ
か
開
き

直
った
格
好
の
判
決
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
出
来
よ
う
。

そ
れ
は
ま
た
、
詩
し
く
も
、
最
高
裁
が

右
の
集
団
行
勤
観
を
展
開
す
る
中
で
、

公
安
条
例
の
本蜜
が
い
わ
ば
現
代
型
の

治
安
立
法
で
あ
る
こ
と
を
か
え
っ
て
表

明
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
にも
な
る
の

だ
が
、
と
に
か
く
今ま
で
の公
安
条
例

違
照
論
議
は
、
昨
年
の最
高
裁
合
憲
判

決
の
出
現
に
よ
っ
て戦
い
の視
点
を
把

え
直
さ
ね
ば
な
らぬ
時
期
が
来
て
いる

様
に
考
え
られ
る
ので
あ
る
。

私
た
ち
の取
組
み
は
、
ま
ず
そ
の
突

破
口
を
探し
求
め
る
と
こ
ろ
か
ら
初
め

ね
ばな
らぬ
と
思
う
。そし
て
、当
面
の

公判
闘
争
にお
い
て
、
右
最
高
裁
合
嶽

判決
を
ふま
え
た
上
、
問
題
に
せ
ね
ば

な
らぬ
ζと
は
、
公
安
条
例
に
関
す
る

解
釈論
議
よ
り
も
む
し
ろ
「集
団
行
動

」
の本
質
や
そ
の
今
日
的
英
態
に
関
す

る
よ
り
現
実
的
な
験
議
を
科
学
的法
社

会
学
的
な
角
度
よ
り
巻
き
起
し
、
卒
直

に
最
高
裁
判
決
の
俗
論
的
な
集
団
行

動
観
に
科
学
的
な
メ
ス
を
加
え
る
こ
と

か
ら
初
め
ね
ぱ
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
第
二
に
は
、
従
来
の
公
安
条
例
遮憲

学
説
、
判
例
の
背
景
に
あ
ラ
て
表
面
化

し
て
い
な
か
った
「集
団
行
鋤
、
警傭

観
」
を
明
確
に
さ
ぐ
り
出
し
、
理論
づ

け
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
の関
連
で

最
高
裁
が
集
団
行
動
事
前
規制
立
法
の

中 の 裁 判

当時の役職
同学会委員長
'

府学連委員長
同学会轡記長
京大教養常任≡委
岡学会中執

立命大学友会委員長

府学連委員畏

逮 捕 瑠 由
無届けデモの指揮
,
ノ
ノ
公務執行妨筈
無届けデモの揃鑓

∫

欝 舞 妨害 無゚

∫
公務執行妨幽1
ノ

公安条例許可条件違反

までに府学連関{系で逮捕、起訴され
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名
妖
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嘱
霧

鵬
闘争 期 日 氏

36・6・2(政 暴 法)渥 美

36・10●19(ノ)〃

浅 田゜ 新 開

茂 田

36.11・29(,)浦 野

37・5・14(憲 法)浦 野

37・6・21(大 甘 法)長 谷 川

37・11・1(大 管 法)溝 田祐

中 島

催 室 井

1高 瀬

松 元
1喜37● ユ1・16(')高 瀬

毒(勘 こ の 褒 は安 保 闘 単以 後

て い る も ので す ●

調

礁灘
舞

理由
とし
て
いる
集
団
行
動
犯
罪
化
の

危
険
匿
、お
よ
び
、
そ
れ
に
対
す
る
保

護法
益
いか
ん
と
いう
閲
題
に
つ
い
て

参
政
権
に
も
比
す
べ
き
集
団行
動
の優

範
的
価
値
と
い
う角
匿
か
ら
齢
議
を
集

絢
す
る
こ
と
で
あ
る
.
」

公
安
条
例
の
本
質
は
、
以
上
の
蜥
氏

の所
論
か
ら
理
解
で
き
る
と
思
う
が
、

公
安
条
例
で
最
近
間
題
に
な
って
い
る

点
を
あ
げ
る
と
、
①
公
安
条
例
と
公
安

委
員
会
お
よ
び
警
祭
と
の
関
係
②
緊
急

時
に
お
け
る
無
届
け
デ
モ
③
許
可
条
件

の問
題
の
お
お
む
ね
三
点
で
あ
る
.

結
論
的
に
い
って
、
わ
れ
わ
れ
は
、
学

習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
公
判
を
傍

聰
す
る
こと
を
通
し
て
、
あ
く
ま
で
公

安
条
例
の違
憲
性
を
遺
求
し
て
い
く
姿

勢
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

弾
圧
さ
ら
に
徹
底
化

へ

資
金
力

(3)

以上
簡単
な
がら
り公
判
闘
争
6
の
問

題
点
を
い
く
つか
取
り
あ
げ
て
み
た

が
、
結論
的
に
い
うて
有
効
な
公
判
闘

一争
と
は
り大
衆
的
次
元
の
中
で
の
法
廷

闘
争
4と
いう
こ
と
が
で
き
る
.
資
金

カ
ン
パ
あ
る
いは
公
判
の
傍
聴
と
い
う

手
段
を
通
じ
て
、
学
生
大
衆
が
法
廷
闘

争
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
連
帯
性
と
い

う
意
昧
に
お
い
て
被
告
の
学
生
たち
を

勇
気
づ
け
る
か
も
知
れな
いレ
、
公

判
支
援
の
熱
意
と
い
う
慧
昧
で裁
判
官

の
心
訂
を
よ
く
す
る
かも
知
れ
な
い。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
単
な
る
可能
性
の問

題
で
あ
る
。
し
かし
、
いず
れ
にし
て

も
、
"公
判
闘争
4
のイ
メ
ー
ジ
を
自

己
の
囚
部
に明
確
に認
識
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の長
期
戦
を
ね
は
り
強
く

闘
い
つ
づけ
る努
力
が
必
襲
で
あ
る
.

こ
の
こと
は
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に

関
す
る
法
案
が
政
府
闘
民
党
に
よ
って
む

國
会
に
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

ン

パ
・大
衆
動
員
を
計
画

と
か
ら
も
朋
ら
か
な
よ
う
に
、
今
後
学

生
運
動
に
対
す
る
弾
圧
が
一口
激
しく

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る現
在
、急
務

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

高
瀬
府
学
運
委
員
長代
理
談

-

今
ま
で
も
府学
運
には
公
判
対
策
本

部
があ
る
には
あ
うた
が
全
く
の
有

名
無
莫
だ
りた
.
そ
こ
で
、
こ
の
度

し
っ
か
りし
た公
判
対
策
本
部
を
般

ナ

け
て
、資
金
カ
ン
パ
、
公
判
闘
頓
資

料
の配
布
、
公
判
への
大
衆
動
員
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
て
ゆ
く
つ
も
り

だ
.
と
く
に
資
金
カ
ン
パ
で
は
ポ

曜
会
∬
を
復
活
さ
せ
て
、
大
い
に
活

用
し
た
い
と
思
って
い
る
.

八
木
同
学
繋奮
篠

同
学
会
の
救
援
対
策
委
員
会
の
も
と

に
資
金
カ
ン
パ
、
大
衆
動
員
を
予
定

し
て
い
る
.
資
金
確
保
の
輯方
法
と

し
て
映
画
会
の
収
益
一∵あ
て
る
つ
も

り
だ
が
、
今
年
度
か
ら
同
学
会
予
算

の
中
か
ら
公
判
資
金
の
一部
と
し
て

援
助
し
て
い
る
.

助
ヱ
明
氏
談

公
判
闘
争
が
成
功
す
る
条
件
は
,
そ

蒔
が
響
門
の
弁
護
士
や
当
の
被
告
人

ま
か
せ
で
な
く
て
、
限
り
な
い
大
衆

の
工
不ル
ギ
ー
に
依
拠
し
、
そ
の
基

盤
の
上
に
組
ま
れ
る
こ
と
に
あ
る
.

大
衆
の
基
盤
の
上
に
公
判
闘
争
を
う

ち
た
て
る
こ
と
ー
松
川
の
闘
いは
そ

の
模
範
的
例
で
あ
り
、
ま
た
、
いく

つ
か
の
不
当
弾
圧
を
受
け
た労
働
者

が
公
判
闘
争
を
勝
利
する
ため
に
推

し
進
め
て
い
る
立場
であ
る
.
暑

名
、
カ
ン
パ
の
大
衆運
勤
、
被
衝
人

を
守
る
会
等
の
大衆
組
織
の活
勤
等

々
、
公
判
が絶
え
ず法
廷
を
と
り
ま

く
広
範
な大
衆
の手
にさ
さ
え
ら
れ

て
こ
そ
勝利
へ
の
展望
が
開
け
て
く

る
の
で
あ
る
.学
生
籠
鴛
の
継
続
中
、

の
公判
に
つ
い
て
い
えは
、
未
だ
暗

中
模索
の感
が
深
い.
こ
の
京
都
で

ね
ぱり
強
く
不
当
弾
圧
と
闘
って
い

る
いく
っ
か
の労
働
組
合
の
公
判
闘

争
に多
く
を
学
ぱ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

う
.
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4

・灘 難 霧 劣灘 膿 暴羅罐 歪識 霜驚 鍵星謹離麗墓
る問題であると馳 ・高等報 で人文地理を担当する私達は指導要風こ従つて蕨 に学習
を進めていけはよいはずであるが大学受験者の多い各学校では受験対策を十分毒えて授第
を進めねぱならないのが現状であろうと思う.各学校共授策と受験対策との悩みがあるだ
ろうのしかし今年度の出題のよ'うに素直で正続的なものであると高等学校においては安心
して指導要領に基づいた授漿が取組めると思う。その点人文地理担当者として感謝にたえ
ない。閲題全体を遣してみるとどの問題もとりつき易い問題ではあるが単なる暗記だけで
は解答できない難しさがある・考え × けで行われたので中学校での訓
ねぱならない点 が多いよい問題で 練もあり、これまで多くは大学の入
ある。とくに説明する問題が.加え 試も多くはこの方法に近かうたので
られていることは現代の高等学校教 高等学校で指導してもうまくいかな
冑の一っの新しい方嘩を促rOlll"lr蝋1匿81rlllOII蓼101膠m量rllll"田11"剛1111rllml。書1謬51・1愚かつた。しかし・今年のようす鍵黎麗諏

の生素直で正統的 婆騒 霧鷺暮嚴
徒の多くは論述するζとは .す ることと思う。
契に不得手である・高等学 肥 田 素 彦 問題の各 に々ついてはΦ
校入試が客観テストだ × 鯛19mlllM""lm9"Illmlll「"1M"腿」"匡翻`1"ll「「1剛581「置"地名地誌②集落③製鉄業と
国境④林業と範囲が広いのは・かたよらない出題の立場がとられたのだと思う。①の問題
では単に参考鐙許り暗紀している生徒より地図に親しみ写真等広く勉強した生徒に都合の
よい問題であると考えられる。'
②の集落と立地について自然と人文の関係を看えさせた閲題で興味深い。又地名のとこ
ろに「牟田または開」とあるあたりさすがと思つた・一地方の受験者のみに都合のよい不公
平を避けられて二つ並べて出してあるのは非常に感じがよかつた。
③製鉄粟の問題は当然な闇題で、日本の製鉄簗としても内容も豊富で適切でよい間題で
あると思う.一
園撹の問題は地図鶯よくみている生徒には窓揚な問題である。授巣担当者として地図に親
しむ習慣を身につけることの題要さが反省させられた。
④森林と人聞生活即ち林菜の問題は勉強している生徒には容易な問題であるがどこの高
等学校も瀧展の都合から騒く取扱うところである。生徒に地誌の力がつき地理的理解が身
についておれば解箸できたであろうし、どの間題についても人文地理の勉強は一凌づけの
受験のための勉強では駄目だ.身 についた勉強こそほんとう¢受験対策であるということ

のをっくつく話えさせられた.
今年度の人文地理の閲題のような高等学校の教育を歪めない出題であつてほしい.
(京都府立洛北高校教盤D

曾・レ
O

編集子の注文は今年の入試間題は「全体として適・不適か」というものでしたが、「適」
と答えます。 受験生も多数購読されているとのことですので、気のついたことを二、三
記します.
まず第一に出題範囲ノ全時代(弥生式時代から昭和初期まで)にわたり、また政治・社会
・経済・文化の各分野を含み、形式も多様で変化にとみ、全体にバランスがとれているこ
とです。第二は出題内各が基礎的事項とその応用であり、持殊な南間・難問はなく、受験
生の勉強をよく者霞してあることです.も つとも三番の「標語」の中に受験生の聞きなれな
い語句がありますが、それ以外は全部たいていの教科欝に記載されているものはかりで
す.以上の点は京大日本史出題の例 × 験の苅策は、いい古されたこと
年の傾向ですが、今年は史料問題が ですが、日本史の基礎畢項について
なく、その≠・出題が予想された論 の正確な知識と歴史的な球解力・思
文形式が出なかつたことは・この間 考力(表面的な還解や単なる記憶で
題を苦手とする受験隼にはo"5`lr"llllll`ll`ll"II`llllllll響Illll"Illlllllm馨"畦巳巳lllll9"匹IMはありません。歴史の総合

熱灘銭難雲駕 各分野に変化 禦禦騨鰻 饗
て難礁ではなかつた思いま す。例えば二番の年代順の
す.三 宅 一 輔 正誤と挿入の間題は、_つ
要するに京大日本史受×lll「llll"lllm【"llll11【1「II'll"lllllll""ll「「IMI""lll「811i「"L一つの購預の年代を記憶し
ていなくとも正解できねばなりません。(出願者は各寧預の年代崇テストしようとして込

ません)現役の諸君はこの点に充分留意して・毎日の学校での勉強や自宅での学習につと
めてほしいと思います・浪人諸君は自分の学習の欠陥をふりかえり、 もう一度基礎から
出発して下さい。 今年の閥題は決して浪人にとつて有利な問題で ないことを心すべきで
す。
鰻後に大学当局に一言・今年受験生が鰻も昔しんだのは、三番の 「標語」と年代及び覇
件・人物の問題だつたと思います。「採長楠短」など受験生の恐らく知らぬ標藷があつたこ
と。(もつとも意昧は明瞭で・大体のことは込解されたと思いますが。)標詔と年代との関
係に若干まぎらわしさがあること・そのうえ「事件」という甑の内實が受験生を困惑させた
ことなど、もう少し脱明をつけたして欲しかつたと思います.毎年定評のある駅大、今年

もさすがと思います。全国多数の受験生や教師が注目しています。釆年の好出題を期待し
ます。(京都府立洛北高校教諭)

●

今年の生物の問題をみる
1と 、その内容はいずれも現侵

Y在 使用している教科欝の程鮭康
な 度を逸脱しておらず、それ男子
それの分野における基礎的
學項がとりあげられており
全般として妥当な閻題で
あるといえる。各問題の閻
には、基礎串項の理解を要

間

藷倫
解
酪
雛
匙

第
酬条

京
都
大
学
に
渠
南
ア
ジ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
管
理
委
員
会
(以
下

「管
瑚
委
員
会
」
と
い
う
.
)
を置

く
。

第
二
条

管
蹄
委
員
会
は
、
東南
アジ

ア
研
究
セ
ン
タ
ー
(以下
「研
究
セ

ン
苧

」
と
い
う.
)
に関
す
る
次

の
恥
項
を審
謡
す
る。

一、
所
長
の選
考

二
、規
程
の制
定
改
廃

三
、年
次
研
究
計
國
お
よ
び
嶺
策
計
画

な
ら
び
に
そ
の
報
告

四
、
そ
の
他
委
員
畏
が
必
要
と
認
め
た

撃
項

第
三
条

-
、
管
琿
委
員
会
は
、
次
の

各
号
に
か
か
げ
る
委
員
で
組
餓
す
る

鱒、
学
環

教
蓑
郎
お
よ
び
研
究所
の

う
ち
関
係
す
る
部
局
の
畏ま
たは
こ

れ
に
代
わ
る
教
授

9●.㍉
し

X・Y父 口

で

X

ー
○
冒

い

'

甲
色
な
X

?

O母X・X一

1弟 口

X,Y
9(色 白)

又 はXY(健康 蛙艮)
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三剰・神戸の両銀行と野村証推の3社
から生れた新しい信託銀行

今
年
は
長
い史
料
も
、
論
文
記
述

の
問
題も
少
な
か
った
た
め
か
、

成
績
は
よ
か
った
.

1
は正
誤
法
・訂
正
法
を
組
み
合

わ
せ法
にし
た
も
の
で
憲
外
に
好

成
績
。
し
か
し
表
現
力
は
悪
く
、

これ
が
訂
正
問
題
だ
った
ら
も
っ

と
悪
か
った
で
あ
ろ
う
.
「墾
田

地
系
」を
「寄
進
地
系
」、
「三
菱
商

会
」
を
「日
本
郵
船
」
に
し
た
な

ど
が
目
立
った
.
ま
た
「田
租
は

あなたの財産のマネージや一

=0
二
、
研
究
セ
ン
タ
⊥
所
長

2
、
前
項
第
一
号
の委
員
は
、
総
畏
が

委
嘱
す
る
。

も
、
第
騨項
第
一号
の
委
員
の
う
ち
部

局
長
以
外
の
も
の
の
任
期
は
二
年
と

す
る
。

第
四
条

1
、
管
琿
委
員
会
は
、
年
一

圓
以
上
行
な
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

2
、
前
項
の
招
集
は
、
年
脚回
以
上
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

3
、
二
名
以
上
の
委
員
か
ら
審
議
単頂

を
示
し
て
営
弾
委
員
会
の開
催
を求

め
ら
れ
た
と
き
は
、
委
員
長は
す
み

や
か
に
留
理
委
員
会
を招
集
し
なけ

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

1
、
委
員長
お
よ
び副
委
員

長
は
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て定
め
る

2
の
委
員
長
お
よ
び
副委
員
長
の任
期

は
二
年
と
す
る
。

3
鴨
委
員
長
に
事故
あ
る
と
き
は
、
副

委
員
良
が
代行
す
る
。

第
六
条

議
案は
、第
四
条
第
三
項
に

矩
め
る
場
合
を除
き
、
委
員
長
が
管

獄
羅
難

い,
時
代
の流
れ
を
者
え
て
ほ
し

・
い.

り"
皿
は
幕
宋
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

り・
思
潮
を
み
る
た
め
の
問
題
だ
が
、

　"
番
号
の
間
違
い
な
ど
成
績
は
良
く

り・
な
い
.
亭
件
・
人
物
に
つ
い
て

醐
は
、
採
点
第
一日
目
の
午
前中
を

囲罐 歴史的な翻 の不足
②日本史 末梢 に とらわれ るな

ζれ
の
課

に
窓

た
ほ
ど
で
か

螺

な
り
幅
広
い
採
点
を
し
て
あ
る
.

多
様
な
回
答
も
あ
り
え
よ
う
.
例

え
は
「和
宮
降
塚
」
と
い
う
語
句

が
ヨ
け
な
く
て
も
ぬ
の
　
　
　
も

騨
墨

色
がよ
く出
た伝
統
的
な
感

で

鵬

3%」ぐら
瀦繋

鞭

騨

雛

糊

㎞灘
獣難
購
難

豆
は
年
代
法

で
ほ
し
い
、
O
×
式
の
所
は
断
足

の
問
題
で

し
難
い
所
も
あ
り
そ
の
「理
由
』

,.

9ま
ぐ
れ
当

づ
け
が
眼
目
.
「理
由
」
が
正
し

り
4
を
避
け

く
つ
い
て
い
れ
ば
満
点
も
と
れ

る
よ
う
工
夫

よ
う
.
F
は
非
常
に
でき
が慈
か

鱒

し
た
。
簡
単

った
.
「朱子
学
、陽
明
学
、.古

齢

な
問
題
だ
ろ

学
」
と
す
る
と
こ
ろ
に洋
学
だ
の

う
が
[ヵ
所

国
学
だ
の
が
あ
っで
、
全
股
に
儒

繊

間
違
う
と
あ

学
に対
す
る
認
識
の不
足
が
目
立

と
に
モ
く
か

つ
のロ
で
も
ヨロ
ヰ
　
で
は
か
れ

難
蟹

紅盤
雛
既鍔
難
鑓
㈱

殆ど
でき
て
て
全
般
的
匹
言
え
る
こ
と
は
、
判

断
力
は
よ
い
け
れ
ど
も
表
現
力
が

う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
も
作
文
の
練
習
だ
け
でな
く

幅
の
広
い
理
解
を
とも
な
っ
た表
円

現
力
が
要
求さ
れる
と
いう
こと

だ
.
未
し
ょら
的
な
知
識
よ
り
も

っ
と
基礎
的
視
野
に
立
った
大
学

慕

軸錠
爾
樋

に立
聯

(日奎
採姦
麿の階蝋

　

そ
れ
に
と
も
な
。
て
い
な
い
と
訟

纈　　

理
委
員
会
に
付
議
する
。

第
七
条

管
毘
委
員会
は
、
委
員
の
四

分
の
三
以
上
が出
席
し
な
け
れ
ば
開

議

 

'

`

O

'

盲
X

妹
色
X

　

嘉
罫
姉
色
な

会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
八
条

留
碑
委
員
会
の
繊
恥
は
、出

席
者
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で決

す
る
。

第
九
条

委
員
長
が
必
要
と
寵め
た
と

き
は
、
委
員
以
外
の者
の出
席
を
求

め
、
意
見
を聞
く
こ
と
が
でき
る
。

第
十
条

管
碑委
員
会
の襲
務
を
処
週

す
る
た
め幹
挙蓉
干
名
を
磯
く
。

(付
則
)
こ
の規
程
は
、
昭
三
十
八
年

印月
八日
から
施
行
す
る
。

「
「悪
魔
と
神
」

サルトル

創造

座の

公演決る

 

=
一蓬

§
≡
}董

一≡
≡
ヨ
=
≡
≡
=㌍…

=≡
…
一一≡
≡
一≡
=≡
≡
一≡
≡
【一≡
≡

≡
犀

注X… 健 康 眼 遺伝 子 を も っX染 色 体 。

X'一 色営 遺 伝 子 を もつX染 色 体 。

ヒ トの性 決 定 なXY型 と す る 。

する も の(問 且 ・IV)・ 起 礎 痂 項 に加 え て 化 学的 知 識 を必 要 と す る もの(問1)、 異 験 資 料 の

繕 察 を 主 とす る も の(間 皿)・ な どの 多 様 性 が見 ら れ て出 題 の 苦労 がわ か る。 次 に 個 々 の問

題 に つ いて 述 べ て み よ う。

【間1】 につ い て は・ 冥 験 条件 を正 確 に把 握 す る こ と・ 与 え られ た 化 学式 の憲 味(酸 素呼

吸 ・ア ル コ ー ル 発酵)を 判 別 す るこ と を 申心 と し ・ これ に モル 計 算 の 方法 、 間 題 中 の各 数

領 の 鰻位 の 統 一 に ま ちが い が ない よ う 庄意 する こ と が大 切 で あ ろ う。

【間 五】 は 全 く基 礎 的 な 発生 過 程 の 問題 で あ り ・間 題 内 に 示 され た 図 や語 も何 れ の教 科

喬 に もで て い て ・教 科 竃 を よ く理 解 × す る必 要 が あ る。 ま た 、示 され

し て おれ ぱ 十分 解 答 が で き るは ず で た7つ の 繕 察 を検 討 す る に 当 つて

あ る・ な お ・ こ の問 題 で は胚 の 予 足 は 、奥 験 紬 果 の数 値 を い ろ いろ と 操

域(フ カー ク トの模 式 図)の 理 解 も 必 作 して み る 必 要 があ る 。

要 な条 件 で あ ろ う。1。ll川1【Ilrl川llrrllrrlirr"1"1"1畳1""""1"11111111r1"lr川1曾【間iv】 の 中で(A)の 植

。騨粥 灘 欝 出題に多様性 騰 繍 茎纏 繧
綴 縢 難論 歪 高倉寛太郎 蘂雲。謂 寵畿
しい 意 味 を慎 重 に 判 断 ×lll1【Illlll""1'1",5"1川IIII""lll聖lll"ll"1`Illl"1"Olll「"lll}1おここ に 示 され た 各 動物 の

習 性 は よ く知 つて お かね ぱ な ら な い。 し か し・ こ こ に示 さ れ 海動 物 の 習 性 は一 股 常識 と し

て も知 つて い る は ずで あ る 。(D)の 間 題 に つい て は・ 文 を よ く よみ 、上 のよ うな 家系 図 を

か い て み る ζと が必 要 で あ る 。

ま ず 、本 文 か ら次 のこ と を 知 る。

甲 は 女子 で あ る こ と。 妹 が色 旨 で あ る こと か ら父 ・ 母 共 に色 盲 の 遺伝 子 を も つ こと
.甲と 姉 が色 唐 で な い こと か ら 冊 は色 醤 遺 伝子 を も

つた健 康 眼(保 因 者)で あ るζ と
。従 つて 甲も

母 と同 じ退 伝 子型 で あ る こ と。

弟 は、 懲 冒 の時 と健 康 眼 の時 と の 可能 性 が あ る こと 。 ・

甲 と健 康 な 男 子と の 聞 の 子 のこ と は考 察 す る とわ か る ・な お ・ 甲 と色 盲 の 男 子が 結 婚 し

た と考 え た 時 ・ どん な 子 が 生 まれ る か も検 討 し ・ この 結 果を 満 足 す る語 句 が な いこ と を 知

る 必 要 も あ る.(京 都市 立 堀 川 高 校 教 諭)

京
大創
虚
座
は
七
月
F、
二
日
に
京
都

会
館
第
ニ
ホ
ー
ル
で
サ
ル
ト
ル
作
、
生

島
遼
一訳
「悪
魔
と
神
」
を
公
演
す
る

こ
の劇
で
は
「現
代
イ
ン
テ
リ
は
私
生

児
であ
る
」
と
い
う
サ
ル
ト
ル
の
言
葉

を
取
り
入
れ
、
そ
の
私
生
児
性
の
摘
発

を
試
み
、
社
会
並
び
に
人
間
の
現
状
に

対
し
勇
敢
に
挑
戦
す
る
こ
と
にな
っ

た
。
ま
た
創
造
座は
六
月
二十
四
、
二
十
五

日
に
皐大
大
隈
訥
堂
で
犀
大
自
由
舞
台

恥翰
翔能
誕
雛
詣
窪

今
度も
そ
の
予
定
で
あ
った
が
、
都
合

によ
って
と
り
や
め
に
な
った
。

併
任

理
学
鄙

懲
教
授
脅
西
錦
司

(人
文
科
学
研

究
所
教
授
)
尿
大
工
学
研
究
所
教授
林
コ

戯
憲
(工字
鄙教
授
)
媒
本
親
隅(同
)

岩
井
甫
久
(同
)
西
原
宏
(同
)
古沢

四
郎
(同
)
高
村
仁
二
(同
)
京大
木

材
研
究
所
教
授
後
藤
艮迫
(理
学
鄙教

授
)
赤
朔
或
恭
(農
字
那教
授
)杉
陳

彦
ス
同
)

新
任

琿
学
鄙
助教
授
笹
島
貞
雄
(福

井
大
学
芸
学
鄙
助教
授
)
工学
部教
授

大
矢
根
守
哉
(神戸
大
同
教
授
)
基
礎

物
理
学
研
究
所教
授
朝
永
振
噸郎
(藁

虫
教
育大
光
学研
究
所
教
授
)

6

爾O

ぼ　
　　
ロ
ズ
　
ぼき

　
　
　
　ま
　
　

新
仏
和
小
辞
典

◇
収
録
面
敬
§
四
、二
〇
〇諮
。新
語
。新
語麟
を
多
数
収
銀
し
た

B
小
型
山△五
八頁

◇
基
本
事項
は
詳
細
に
脱
明
、訳
語
は
明
快
に引
き
易
く
配
列
した

解
四
六〇

◇
付
録/
交
法
嬉
要
、
勘
詞
変化
鼓
、
最
新
の略
語
談
,・・…
・…
・他

躍
蓼
六竃
Oρ

井
上
源
次
郎
・
田
島
溝
編

岡
田
弘
・中
原
俊
夫
改
訂

新
仏
和
中

◇
申
型
辞
典
とし
て
隈
度
に
近
い語
数
七
六、O
QO
余
を
収
録
.

B
小型
=
一五
〇賀

◇
本
義
か
ら派
生
的
厨
醐
へ
と
いう
明
快
な
解
脱
、豊
冨
な
文
例
.

¥
九
三
〇

◇
小
口
に見
出
し
が
あ
り
、
肇
的
に
蕗

で
きる
実
用
糞

ー

薫
三

き

O

標
音
仏
和
辞
典
鮒醐
熟
驚

マ
ル
タ
ン
仏
和
大
辞
典
郊
巽
託
㎜

仏
和

理
工
学

辞
典

聾
科
§
働

フ
ラ
ン
ス
文

法

事

典

朝撃
讐

㎜

●
わ
が
国
は
じめ
て
の
本
格
的
、和
仏
辞
興
ー

置月
下
旬
発
売

〈内
容
聖
毫
〉

新
和
仏
中
辞
典
談譜
瑠

交
学傅
士

佐
藤
通
次
著

虫麺

和
善一
口

林 護

 

◇
収
録
語
敬
一〇
五
、
五
〇
〇
語
。ド
イ
ッ
の
新
辟
興を
参
考
に
編
四
山翁
㎜一五
七σ
賀

ん
だ
.
新し
い
時
代
の
饗
躍
に
こた
え
る
、
最
新、
完
壁
の
独
和
ー

蓼
闇五
〇〇

◇
跳
要
晒
の主
要
訳
謂
は
太
峯
で
示
し
、
閃
版
二七
六
を
活
用
.

革
¥
二
〇
〇〇

標
音

独
和
辞
典
鰯
識

側

和

独

神戸
外
大
教
疑

富
閃橋
正
弐
編

西

和
辞

典

馨轟

革翻

 

辞

◇
収
録
嚢

六
八
、五
8

語
。
申粟

の
西
蓼
書

に
収
め
た

◇
語
の
意
味
と
槻能
の
説
朋
に
力
をそ
そ
ぎ
語
義
は整
然
と
分
類
。

◇
不
親
則鋤
詞
の変
化
型
も
見
出し
諮
に
朋
派
し
てあ
る
。

B

lll典

 

西

和

小

辞

典

蘂

袋
翻

和

西
商
品
名

辞
典

献夢
凄

鋤

白水 社 露懇 鍮繍
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懸
跨
鰻
芝
発
音
讃

叢
λ
鴛
編

、環

欄蠣
蠣
灘

ド 馳イ
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闘蕾勘閃㈱常

ー

悪
魔
の
復
権
の
た
め

、

幽'

、

凡

層

γ

ボ/

・
9

㌔

葦

」ひ

'

(

㍉
マ

、

喫

渚

勇
。.
、ρ
を

囎
ノ

㌔

躍

㌦

㌦り

む

鰭

.ギ
圃

に

 

・範

卸
'

〆

陶

ヤ

難、

.・

難

毒

蔑
窟

悪
魔
と
は
な
に
か
、
こ
こ
で
簡
単
に

雷
っ
てし
ま
え
は
、
「対
立
者
」
と
い

う
意味
だ
ろ
う
.

蓄
な
る神
が
存
在
し
な
け
れ
ば
悪
麗

も
ま
た
存
在し
な
い.
こ
れ
は
自
明
の

顕
で
あ
る
。ギ
」
シ
ア
語
で
ダ
イ
モ
ン

ラ
テ
ン
語
でデ
ィア
ボ
ル
ス
、
ヘブ
ラ

イ
器
で
サ
タ
ン
と呼
ぱ
れ
る
悪
鷹
は
、

も
と
も
と
「敵
対
者
」
を憲
味
す
る
普

通
名
詞
で
し
か
な
か
っ
た
。
っま
り
、

サ
タ
ン
と
い
う
名
詞
に
は
、悪
魔
と
い

う
冨
葉
か
ら
た
だ
ち
に
想
像
さ
れ
るよ

ら
な
、
邪
悪
性
の
意
味
は
本
釆
ふ
くま

れ
て
いな
か
った
の
で
あ
る
、

神
に
対
す
る
悪
魔
の
闘
係
は
、
し
か

が
って
、
王
に
対
す
る
叛
徒
の
関
係
で

あり
、権
威
に
対
す
る
否
定
者
の
関
係

で
あ
る。
古
代
の
神話
にお
いて
も
、
主
権
者

は
つ
ね
に
神
であ
って
、
こ
れ
に
対
立

す
る
叛
逆
者
が
すな
わ
ち
悪
魔
で
あ

る
.
薔
悪
の
倫
理
的判
断
は
、
あ
く
ま

で
も
王
権
者
の
側
か
ら
のも
の
で
あ

り
、
神
の
性
格
が
あ
ら
か
じ
め倫
瑠
的

に
着
で
あ
る
と
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
こ
れ
に
対
立
す
る
者
に
悪
の
性

格
が
賦
与
さ
れ
る
の
だ
。
い
わ
ば
倫
瑠

的
判
断
が
、
論
理
的
判
断
に
先
行
し
て

い
る
わ
け
であ
る
.

し
か
し
、
叛
逆す
る
者
、
否
定
す
る

者
が
、必
らず
しも
邪
悪
の性
格
を
引

糊纈篤1147暑

門川"潰

渋

き
受
けな
け
れ
はな
ら
な
い理
由
は
あ

る
ま
い
.
われ
わ
れ
の倫
理
的
判
断

は
、
ア
・プ
リ
オ
リ
め
も
の
で
あ
って

・否定精神の象徴

 

し激し
れた堕天使

 

さ神に粛清

 

は
な
る
ま
い
。
1

こ
の
よう
な
疑
間

は
、
す
で
に
素
朴
な
神
飴
に進
徳
の基

準
を
見
出
す
こ
と
が
で
きな
くな
って

沢

群

謹
嚢
1

龍

い
る
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
に
と
って
、
当

へ

黙
す
ぎ
る
ほ
ど
当
然
な疑
問
であ
ろ
う

悪
魔
が
梱
威
に
対
す
る
一擢
の激
し

い否
定
の糟
神
の
象
徴
と
し
て
、
倫
理

的
にも
、ま
た
文
学
的
r
も
、
わ
れ
わ

れ
の関
心
の的
に
な
って
く
る
の
は
、

か
よ
うな
購
情
によ
る
の
で
あ
る
。

☆

事
笑
、
キ
リ
ヌ
ト
教
の
初
期
に
お
い

て
は
、
悪
麗
は
ま
さ
し
く
一個
の
「否

定
す
る
豊
」
で
あ
って
、
人
格
化さ
れ

た
存
在
で
は
な
か
った
。
美
術
の
歴
史

から
見
て
も
、
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
を
誘
惑

す
る蛇
が
、
悪
鷹
的
存
在
の
最
初
の
衰

現
とな
って
いる
.
ビ
ザ
ン
チ
ン
の
細

天
使
そ
の
も
の
」
で
あ
って
、
神
の
よ

う
に黒
い後
光
を
さ
え
負
って
い
る
.

悪
魔
は
単
に
ア
ダ
ム
や
キ
リ
ス
ト
を

誘
惑す
る
こと
に失
敗
し
た
、
光
の
天

使
、
否
足
の精
霊
にす
ぎ
な
か
っだ
の

で
、
こ
とさ
ら醜
悪
、
怪
筍
に
描
く
必

要
を
、
当時
の
團家
たち
は
認
め
な
か

った
の
で
あ
ろ
う
.

彦

.口川川鋸

と
ル
シ
フ
ェル
(
「朝
の
子
」
を
意
昧

す
る
)
と
い
う
名
の
天
使
で
あ
っ
た

が
、
神
と
岡
等
に
な
ろ
う
と
欲
し
た
が

ため
に、
そ
の
増
上
慢
の
罪
に
よ
り
、

天
上界
か
ら
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
.旧約
聖書
の神
エホ
バ
は
、
す
べて

の
独
戴
者
がそ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ひ

ど
く
排他
性
の強
い
性
格
の
神
で
あ

る
.
彼
は曇
陶位
の地
位
に
あ
った
天

使ル
シ
フ
ェル
が
、
自
分
と
同
等
に
な

聖
書
に
よ
れ
は
、
サ
タ
ン
は
も
と
も

ろう
と
望
む
の
を
許
さ
な
か
た
.
か
く

て対
立
者
は
粛
溺
さ
れ
た
。

も
っと
も
シ
神
の
敵
対
者
と
し
て
の

悪
魔は
、
旧
約
聖
雷
の
な
か
の
悪
魔
概

念
であ
っ
て、
新
約
聖
書
の
悪
魔
は
、

人
囲
に対
す
る
誘
惑
者
と
し
て
の
、
い

わ
ば
堕
落し
た姿
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
新
約
的な
用
論
で
は
、
悪
魔

は
決
し
て
神
に
対抗
し
得
る
ほ
ど
の力

を
も
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
点で
は

ゾ
ロ
ア
ス
ト
ル
教
や
マ
ニ
教
の
悪庵
概

念
と
も
大
い
に
違
って
い
る
。

っま
り
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
が
置

った
よ
う
に
、
サ
タ
ン
は
「神
の
真
似

をす
る
猿
」
な
の
で
あ
って
、
ど
ん
な

に頑
張
って
も
神
の晃
全
な
忙
串
に
は

指
一本
ふ
れ
られ
な
い
のだ
。
だ
か

ら
、
人
類
を
苫
しめ
る
と
い
う、
から

め
手
か
ら
の
攻
撃
で
満
足す
る
より
ほ

か
は
な
く
、
神
も
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教

徒
に
試
錬
を
与
え
る
た
め
に
、
時
と
し

て悪
魔
の
力
を
利
用
す
る
こ
と
さ
え
あ

っ
て、
いわ
ば
悪
厩
の
活
動
は
公
認
の

も
の
とな
る
ので
あ
る
.

悪
厩
の堕
浩
は
、
教
会
と
い
う
権
力

組
織
が
固ま
っ
て行
く
過
程
と
規
を
一

に
し
て
い
る
。
申す
ま
で
もな
く
、
悪

魔
の
堕
洛
は
同
時
に
神
の堕
浩
でも
あ

る
.こ
う
な
る
と
、
妙
な
話
で
あ
る
が
、

悪
麗
の
活
蜘
は
神
の
支
配
体
制
の
た
め

に
役
立
って
い
る
わ
け
で
、
悪
魔
の
存

在
を
疑
う
こ
と
は
、
神
を
疑
う
こ
と
と

岡
じ
露
大
な
誤
謬
と
な
る
.
串
実
、中

世
キ
リ
ス
ト
教
会
最
大
の
イ
デ
オ
ロー

グ
で
あ
った
璽
ト
マ
ス
も
、
「力
トリ

ッ
ク
教
会
は
悪
魔
の
存
在
を
認
め
、悪

麗
の活
動
が人
間
に
嵜
を
お
よ
ぽ
す
ζ

と
を認
める
も
ので
あ
る
」
と
言
明
し

て
い
るほ
ど
だ
.

自
由
と
は
悪
魔

の
別
名
で
あ
る

し
か
し
、
神
の
権
威
に
よ
って
公
認

さ
れ
た悪
魔
と
は
、
い
った
い
何
者
で

一あ
ろ
う
か
.教
会
の支
配体
制
に
丸
抱

本
釆
、
神
は
一アー
ゼ
で
あ
り
、
悪
麗旧

は
アン
チ
・テ
ー
ゼ
で
あ
った
。
そ
こ

に
倫
理
的判
断
は
介
在
せ
ず
、
両
者
の

あ
い
だ
に
は
、
単
に否
足す
る
も
の
と

否
足
さ
れ
る
も
の
と
の関
係
があ
一.た

に
す
ぎ
な
い
.

新
約
聖
書
的
世
界
の
弁
証
法は
、さ

ら
に
そ
こ
に
、
人
類
の
救
済
看
と
し
て

のキ
リ
ス
ト
と
い
う
ジ
ン
.テ
ー
ゼ
を

想
足す
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
弁
証
法

的係
係
に
お
け
る
人
聞
は
、
あ
く
ま
で

も悟
仰
者
と
して
の人
聞
、
神
に
依
存

し
自
由
を
喪失
し
た人
聞
で
あ
って
、

最
後
の
番
利
に
お
け
る
救
瀕
は
、
い
わ
一

ば
歴
史
的
必
然
の
よ
う
に
も
考
え
ら
往

て
い
る
の
で
あ
る
.

わ
た
し
は
何
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
マ

ル
ク
ス
圭
義
の
歴
史
と
を
ア
ナ
ロ
ジ
カ

ル
に対
置
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、現
実
の
告
発
者
と
し
て
の
イ

デオ
ロギ
ー
、否
定
者
と
し
て
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
、極
力
の
組
織
と
いう
段

階
に
移
行
す
る
と同
時
に
、
っね
に
一

つ
の
観
念
論
的
決定
詣
に化
す
る
と
い

う
、
ふ
し
ぎ
な
相
似
の形
態
に注
目
ざ

せ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
.

☆

ニイ
チ
エの
ア
ン
チ
・キ
リ
ス
ト
は

永
く
続
い
た神
の
支
配
が
疑
わ
れ
出
し

た
とき
、当
然
要
舗
巻れ
る
べき
一っ

の
悪
鷹
的
な英
雄
で
あ
った
.
神
の
権

威
と
教
会
が
規定
し
た倫
理
に
対
す
る

不
悟
が
反
逆
者
と
し
て
のサ
タ
ン
を希

求
さ
せ
る
成
行
は
、
何
ら
あ
や
し
む
に

自
由
と
は
結
局
、
悪
魔
の
別
名
で
あ

る
。行
為
の自
由
を
知
ら
な
い
鋤
物
に

は
、悪
の観
念
も
反
逆
の
観
念
も
、
当

て
はめ
る
こと
がで
き
な
い.
神
と
動

物
と
の中
間
にあ
る
人
間
だ
け
が
、
自

由
を
知
っ
て
いる
.
す
な
わ
ち
、
悪
魔

と
手
を
結
ぶ
こ
と
がで
き
る
。

人
間
の
自
由
を
生
かす
た
め
には
、

し
た
が
っ
て
悪
を
もま
た、
生
かす
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
悪
が
一つ
の
絶
対
的
価
値
、
普
遍

的
な
真
理
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
レ
ま
え
ぱ
、
ふ
た
た
び
人
間
の
自
由

に
は
存
在
理
由
が
な
く
な
っ
て
しま
う

のだ
.
悪
魔
と
見
な
さ
れ
た
人
閥
の
自
由

は
、
目く
るめ
く
深
淵
で
あ
る
.
そ
こ

で
破
滅
しな
い
ため
に要
求
さ
れ
る
の

は
、
極
度
に
ラデ
ィカ
ル
な
自
葎
の
観

念
以
外
に
は
あ
る
ま
い.
1

ひと
ま

ず
、
こ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
、蜂
を

お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
(評
諭
蒙
)
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画
團
囲

「白
人
と黒
人
の対
立
を
き
れ
い
げ

と
で
は
なく
、
そ
の深
い淵
を
大
胆
に

肯
定
す
る
ー
そ
の
上
に立
って
こそ
生

活
の
ギ
リ
ギ
リ
の
場
か
ら
の
"共同
`

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
訴
え
た
ヌー
ベ
ル

・ヴ
ァ
ー
グ
監
督
の
異
色
作
」
と
い
え

ぱ
大
変
聞
こ
え
が
よ
い
.
黒
人
が
も
は

や涙
な
が
ら
ス
ピ
リ
チ
ャ
ル
を
歌
う
の

では
な
く
、
不
変
の
抵
抗
の
姿
勢
か
ら

脱
して
自
己
の
権
力
の
問
題
に
め
ざ
め

っ
っ
つあ
る
と
いう
の
が
新
し
い
見
方

な
ら
、白
人
は
黒
人
の
あ
の
働
大
な
性

の
下
に
拝
脆
しな
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

、し

"対

立
4

「太
陽
の
は
ら
わ
た
」

ノ
ー
マ
ン
・メ
イ
ラ
ー
は
ここ
で
本
当

に
ふ
る
え
あ
が
っ
て
しま
う
のだ
が、

こ
の
映
国
の
鮨
督
は意
外
に楽
観
的
で

あ
る
。
"共
岡
∬
を
身
を持
っ
て知
っ

た
か
ら
か
?
い
や
そ
う
で
は
な
さ
そ
う

だ
.た
と
え
ぱ
ー
舞
台
と
な
っ
て
い
る
シ

カ
ダ
の
町
は
も
と
ダ
ム
工
寧
で
華
え
渇

所
だ
が
、
今
は
そ
の
生
き
残
り
ど
も
が

珍
妙
な
余
生
を
生
き
て
い
る
。
観
光
会

社
のル
ー
ト
に
さ
え
な
って
い
て
、
一

風
変
った
案
内
人
が
「わ
が
死
の
町
」

を案
内
し
て
メ
シ
を
食
って
い
た
り
す

る
の
だー
こ
の案
囚人
が
ケ
ラ
ケ
ラ
笑

い
な
が
ら
観
光
客
を
ひ
き
つ
れ
て
い
く

図
柄
と
、
子
供
遣
の
恋
(?
)
に
端
を

発
し
た黒
人
対
白
人
の
騒
擾
事
件
の
た

め
親
ど
うし
が
殺
し
合
い
を
す
る
寸
繭

に
、
シカ
ダ
の町
全
体
の
新
し
い
活
路

と
も
い
う
べき
泉
を
発
見
し
て
狂
喜
し

て
抱
き
合
う図
柄
は
、
本
釆
な
ら
ば
徹

底
し
た
無
闘
心
・対
y
、
喜
び
の
中
に

僕
ら
を
引き
ずり
こむ
こ
と
を
前
提
と

し
て
初
め
て
生
々
とし
たも
のと
な
る

だ
が
、
そ
れ
が
ど
う
ヒイ
キ
め
に見
て

も
囹
面
は
白
々
し
い
の
だ
.
ガイ
コツ

を
け
っと
は
す
の
も
い
い
、
ま
た
黒
人

の
裸
を
、
ナ
メ
ク
ジ
を
、
観
光
客
に
ベ

ッド
シ
ー
ン
を
、
そ
れ
ぞ
れ
唐
突
に
見

せ
る
のも
よ
い
。
だ
が
、
白
人
内
の
リ

ン
チ
亭
件
は
ま
る
で
ふ
ざ
け
合
い
の
よ

う
に
、白
人
町と
黒
人
町
の
境
の
ボ
ソ

ク
イ
は易
々
と小
指
で
押
せ
ば
倒
れ
る

ほ
ど
弱
々
し
く見
え
て
し
ま
って
は
ど

う
し
ょ
う
も
な
い
では
な
い
か
。

「対
立
?
ヘ
ッ
ヘ
ッ」
1
「水
があ

った
ん
だ
、
水
が
ー
」
ζ
の
二
つ
の側

一
實塚良三薯
「恐慌諭碑究」一

ー

吉

一

こ
の
数
年
来
「恐

慌
鹸
」
に
園
す
る
モ

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
ぞ

く
そ
く
出版
さ
れ
は
じ
め
た
が
、
戦
後

十
数
年
を
え
て
マル
ク
ス
主
義
経
済
学

の
立
場
か
ら
す
る
「恐
慌
理
論
」
の
研

究
も
よ
う
や
く
【
応
の収
獲
期
に
達
し

た
観
が
あ
る
.
こ
こ
に紹
介
し
よ
う
と

す
る
富
塚
良
三
氏
の
「恐
慌
論
研
究
」

(未
来
社
)
も
そ
の
一
つ
に数
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
.

本
霊
は
前
編
「恐
慌
論
の基
本
構

成
」
、
後
編
「資
六
薪
積
と恐
慌
に関

す
る
訊
論
集
」
の
二
編
か
ら
な
っ
て
い

る。
中
心
部
分
は
「資
本
論
」
体
系
の

根幹
たる
再
生
産
と
蓄
梗
の
理
論
を
基

準
とし
て
、
恐
慌
論
の
体
系
を
構
築
し

展
開
」さ
れ
た
前
編
で
あ
り
、
後
編
は

前
編
に
おけ
る
恐
慌
論
展
開
の
不
可
欠

の
基
礎を
なす
べき
持
殊
的
諸
論
点
を

一層
ほ
りさ
げ
ら
れ
た
数
箪
の
独
立
論

文
か
ら
な
っ
てお
る
。
こ
の
短
い
紹
介

で
は
、
前篇
だ
け
を
と
り
あ
げ
る
こ
と

に
す
る
。

村

達

次

一

前
篇
は
序説
「学
脱
史
展
望
」
・序

齢
「恐
慌験
の方
法
と
構
成
」
「恐
慌

輪
体
系」
か
ら
な
る
。
前
二
省
は
論
点

の簡
単な
スヶ
ッチ
に
と
ど
ま
り
特
に

い
う
べ
き
こ
とは
な
い.
本
論
は
四
章

ノ

者
的役
割
を
果
し
た
も
の
と
し
て
高
く

評価
さ
る
べき
も
の
で
あ
る
.
第
三
章

で
は
「恐
慌
の必
然
性
」
が
「資
本
飴

」
三
巻
第編
「利
潤
躍
傾
向
的
低
落
の

法
則
」
な
か
んつ
く
、
第
十
五
章
」
法

則
の
囚
的諸
矛盾
の開
展
」
を
基
礎
と

し
て
、
資
本
そ
のも
のが
資
本
制
生
産

の
制
限
と
な
る
こと
を
意
味
す
る
「資

本
の
絶
対
的
過剰
生
産
」
を
軸
と
し
て

さ
ら
に
再
生
産
の瀦
条
件
11
法
則
と
結

合
さ
せ
て
展
開
さ
れ
る。

ぱ
、
そ
の
精
力
的
な論
鉾
にも
か
かわ

ら
ず
、
い
つ
れ
も
簡
単
には
承
醜し
が

た
い
難
点
を
ふ
く
ん
で
おり
、し
かも

そ
れ
ら
は
、
そ
の
ま
ま
お
しす
す
め
て

ゆ
け
ば
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の基
本
的命

題
の
修
正
に
も
な
り
か
ね
な
い
性
質
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
遺
感
な
が
ら
指
摘

せ
ざ
る
を
え
な
い
.

第
一に
、
本
篇
第
二
章
に
お
い
て
拡

張
再
生
産
の
条
件
を
論
ず
る
に
あ
た
り

蓄
積
率
が
両
部
門
等
し
い
と
み
な
け
れ

く
.こ
の
よ
う
に
本
欝
は
な
お
幾
多
の
間

題
を
の
こ
し
て
い
る
が
、
一読
の
価
榎

あ
る
書
物
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な

い。
し
か
し
学
生
諸
君
が
読
ま
れ
る
場

合
には
、
ま
ず
メ
ン
デ
リ
ソ
ン
の
「恐

慌
の理
諭
と
歴
史
」
第
一巻
あ
る
い
は

エ
ルス
ナ
コ
の
「経
済
恐
慌
」
の
よ
う

な
一般
に正
統
的
と
い
わ
れ
て
い
る
書

物
(必
ず
しも
完
全
な
と
い
う
意
味
で

は
な
い
が
)
を読
ま
れ
た
う
え
で
、
こ

の
種
の研
究欝
にと
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
す
す
め
た
い。

(来
来
社
刊
・A五
判
・九五
〇
円
)

(京
大
経
済
掌
部
助教
撲
・経
済変
動

諭
)

面
は
そ
のま
ま
勝
手
に
回
転
さ
せ
て
よ

い
こ
とだ
.
と
い
う
よ
り
そ
う
し
な
け

れ
ぱ映
囮
の意
味
な
ど
は
ま
る
っき
り

な
く
な
っ
て
しま
うだ
ろ
う
.
槻
光
客

と
安
内
人
、
水
に狂
喜
し
て
抱
き
合
う

黒
人
と
白
人
ー
こ
れ
がも
う
一人
の何

物
か
に
よ
っ
て
ゴ
チ
ャま
ぜ
に
な
って

し
ま
った
こ
と
は
何
と
し
ても
ヘン
な

の
で
あ
る
。

脚
測
1
「カ
メ
ラ
に
入
ら
な
い
現
実

は
な
い
」
と
は
監
修
オー
べ
ー
ル
の
言

だ
そう
だ
が
、
さ
て
そ
う
決
意
し
て
カ

メ
ラ
を
ひ
っさ
げ
て
有
志
の
賛
勘
出
演

と
は
な
っ
たも
の
の、
「白
人
対
黒
人

の
既
成
の
見
か
たを
破
壊
す
る
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の良
さ
に
ほ
れ
こ
ん
で

う
っ
と
り
し
て
し
ま
っ
た.
お
か
げ
で

う
か
つ
に
も
あ
の
境
界
のポ
ック
イ
の

穴
を
浅
い
も
の
と
し
て
も
よ
い
・。・と
い

う
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
沈
。
〈
オ
〉

な
く
、
生
産
の
た
め
の
生
産
と
い
う
資

本
制
駒
拡
張
生
産
の
特
徴
を
表
式
的
平

面
に
お
い
て
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
均
衡
条
件
の
折
出
が
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
そ
、
そ
の
抽
象
段
階
で
論

証
す
る
必
要
が
あ
った
の
で
あ
る
.
琶

者
は
両
部
門
の
蓄
積
率
を
等
し
い
と

す
る前
提
を
つら
ぬ
く
た
め
に
両
部

門
の資
本
の有
機
的
構
成
を
等
し
い
と

仮
定せ
ざ
る
を
え
な
い
こと
に
な
り
、

マ
ル
クス
の拡
張
再
生
産
の法
則
の普

著
者
独
自
の
見
解
を
出
す

か
ら
な
り
、
第
一章
に
お
い
て
「恐
慌

の
一般
的
、
抽
象
的
可
能
性
」
が論
じ

ら
れ
、
つ
い
で
第
二
章
で
は
「発展
し

た
恐
慌
の
可
能
性
」
が
、
「資
本論
」

第
二巻
第
三
篇
「社
会
的
総
資
本
の再

生
産
と
洗
通
」
に
基
礎
と
し
て
、
狩
に

拡張
再
生
産
の
法
則
11
条
件
、
固
足資

本
の更
新
と
蓄
積
、
不
均
簿
発
展
等
の

論
点
にわ
た
って
著
者
の
独
狩
の
薦
え

方
が
評細
に展
開
さ
れ
る
。
特
に
固
足

資
本
に関
す
る
論
策
は
未
解
決
の
部
分

に
勇敢
に分
折
のメ
ス
を
ふ
る
い
開
拓

マ
ル
ク
ス
表
式
否
定
の
恐
れ

こ
う
し
て
「基
礎
的
論
足
」
があ
た
え

ら
れ
たの
ち
に
、
疹
四
章
「産
業循
還

」
に
お
い
て
、
〈産
菓
循
還
V
の
}環

ど
し
て
の恐
慌
、
す
な
わ
ち
〈
周
期
的

恐
慌
〉と
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
恐
悦

の請
契
機
が
齢
じ
ら
れ
る
。

二

右
のよ
う
な
潴
論
点
が
極
め
て
精
力

的
な瓢
致
で展
開
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
うち
蕾
者
の独
自
的
見
解
と

見
な
さ
れ
るも
の
に
つい
て
、
二
三
論

じ
て
み
た
い.
絡
齢
か
ら
さ
き
に
い
え

ぱ
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
マ

ルク
ス
の表
式
に
お
い
て
は
ま
ず
第
一

部
門
の蓄
積
率
が
先
導
的
に
決
定
さ
れ

そ
れ
に応
じ
て
第
二
部
門
の
響糧
率
が

決
罵
さ
れる
と
仮
足
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
批判
的
見
解
か
ら
き
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
これ
は
明
ら
か
に
マル

ク
ス
の
拡張
再
生
産
の意
義
を
正
し
く

把
握
さ
れ
て
い
な
いと
いわ
ね
ば
な
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
第
一部
門
先
導
と
い

う
仮
定
は
決
し
て
愚意
的
な
も
ので
は

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
こ
の
著
者
「独
自
」
の仮

殴
は
、
次
の
拡
張
再
生産
にお
け
る
固

定
資
本
更
新
の
条
件
を
分析
す
る
場
合

に
も
も
ち
こ
さ
れ
る
こ
と
によ
っ
て、

一層
災
実
を
大
き
く
し
て
い
る
。何
故

な
ら
こ
の
仮
定
の
た
め
に
年
女
の
均衝

条
件
の
発
見
が
困
難
に
な
り
、
「撹
乱

」
が
さ
け
が
た
い
も
の
と
さ
れ
る
。
だ

が
均
衝
の
仮
足
の
も
と
で
年
々
の
拡
張

再
生
産
の
均
衝
条
件
が
析
出
さ
れ
た
マ

ル
ク
ス
の
表
式
が
、
固
定
資
本
更
新
と

いう
条
件
1
こ
れ
は
現
英
の
資
本
制
再

生
産
の不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
ー
を
と

り
入
れ
た
途
端
に
成
立
不
可
能
に
な
る

と
い
う
ので
は
、
折
角
マル
ク
ス
に
よ

卵難
議
麟
魅
蟻
α彗

▽
ナ
カ
ニ
シヤ
●店
△①
ト
ル
ス
ト
イ

響
・陳
卓
也
訳
覆
活
」
(中
央
公
論

社
)②
藤
田
倦
勝
著
「学
者
の
森
(+ウ」

(笹
日
新
閻
社
)
③
「日
本
経
済
図
説

第
三
版
」
(岩
波
欝
店
)
④
岡
潔
蓄

「春
宵
十
話
」
(毎
日新
聞
社
)
⑤
ロ

ゲ
ル'ギ
ス
ト
蓄
「物
理
学
の
散
歩
」

(岩
波
欝
店
)

▽
生
協
-
婚
部
△
①
「春
宵
十
話
」
②

向
坂
逸
郎
著
「賞
本
論
読
本
」
(河
出

轡
房
新
社
)
③
滝
川
幸
辰
著
「激
流
」

(河
出
欝
房
新
社
)
④
阿
部
次
郎
蕾

「三太
郎
の日
紀
」
(角
川
轡
店
)
⑤

「学
者
の森
(上
)
」

騨聯罐
本
理
待
期

■

■
口

[⊇丘ヨ[⊇日[⊇旧[⊇K道 順
の 御 案 内

豪 嘉 吾 数養部
監_引 【
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医学部
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偏
性
を
自
ら
狭
く
拘
束
す
る
繕
果
に
な

って
い
る
の
み
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
そ

の
た
め
に
マ
ル
ク
ス
表
式
の
資
本
主
義

批
判
の
武
器
と
し
て
の
鋭
さ
を
鈍
ら
せ

て
し
ま
って
い
る
。
著
者
の
表
式
の
よ

う
に
ど
ち
ら
の
部
門
か
ら
蓄
積
を
は
じ

め
て
も
均
衡
条
件
が
み
た
さ
れ
る
と
す

る
の
は
、
一見
再
生
産
の
法
則
に
一層

融
通
性
を
付
与
す
る
よ
う
に
み
え
る
が

、
か
え
って
逆
の
繕
果
を
ま
ね
い
て
お

り
、
の
み
な
ら
ず
、
表
式
を
気
の
抜
け

た
ビ
ー
ル
の
ご
と
く
昧
気
な
い
も
の
に

わ
な
い
で
あろ
う
かσ
そ
れ
で
は
結
果

的
に
は
マ
ルク
ス
の再
生
産
諭
の
根
本

的
否
定
にな
り
は
し
な
いか
。
こ
の
論

点
が
本醤
の中
心
部
分
だ
け
に
気
が
か

か
り
であ
る
。

転鷺
㏄講
跣
椿
蟻
雑
塑

絶
対
的
過
剰
生
産
」
に
つ
いて
の氏
の

独
自
的
見
解
も
批
判
の
対
象
とさ
れね

ば
な
ら
な
い
が
、
賃
銀
上
昇
-
利
閥減

少
に
王
要
な
転
回
契
機
を
も
と
め
る
ブ

ル
ジ
ョ
ア
理
論
・字
野
理
論
κ
通
じ
る

面
を
も
つ
こ
と
だ
け
を
指
捕
し
て
お

セ

ン

ス

の

若

さ

が

よ

ろ

こ
ば

れ

る

河
原
町
三条
下
渠
⑳
二
三
〇
八
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受 験 の 苦 し さ を リ ア ラ イ ズ し た

京 大 生 の 手 に な る 編 集!

7月15日 発 売/

全国の京大受験生の絶讃をはくし、錘年よりよい本になるよう努力を虚ねています.京大持訂の入試制度の解説、入試傾向
の分析と対策さらに京大教官による入試問題の賀任解答など、受験生にぜひ一読していただきたい内容です.また京大教授
のエツセイ、各学部の紹介、ヴイヴ イドな大学生活のスケッチなどユニークな記事も楽しいものです.
簿年晶切れになりますので、ぜひとも予靭申込みをされるようお勧めします.固封の搬讐を用い御利用下さい.

京都翻諒区吉田 京部髄 山都 聞 振替口座 京都3900

ドをはこびます毎週京大のムー

≡ 〈受験生のみな声んへのサービス〉あなtのめぎす京大虚一のマス・メディアです.創引似来38年、
_昨隼11月`二学生勘聞として初めての1千号に達し・紙名を「学 ≡or窟 大を受ける人のために」を↓00円割引し獣す●
囲新聞」から 原都大学新闘」に変更し・益 そ々の跳鵡の道を歩 ≡(た だし1年以上窟期購饒の愛験生のみ)
み続けております。 ≡っ受験生特集.の発行
勉強に疲れたあなた壱励ますのはなによりも京大の雰囲気を伝え ≡(第 一集7月 上旬 第二集8月 上旬)
る本紙だろう.垢えております.≡(第 三集12月 上旬 第四集2月 上旬)・

≡O「 大学への道」係常紐
.一 騨 一 哨'1≡(あ らゆる京大受験闘係の質問に答えます・銭復ハガキ返信
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